

  
    
  



執筆当時は中学生だった著者による手書き本をそのまま刊行。
ストーリーは性世界征服を企む悪の組織ショッカーに肉体を改造された本号猛が、人類と恋人を変態から守るために、仮面マラダーに変身して襲いくる怪物改造人間と戦うというもの。
なんと、必殺技はキックではなく、高速で膨張する性器の一撃。

――『発酵人間』なんてメじゃないぞ。男根人間が大活躍！　



                
























この作品は201４年７月amazonからkindle版『仮面騎士』＊＊＊（不狼児・編）として最初に出版された。
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　　　　　プロローグ




　ブロロロッロロン︱︱
　満子はどこかでオートバイの音がするのを聞いた。その音はいつになく心地よくひびいたので、満子はもう青くうすぐらくなった外を見に、窓に向かおうとしてやめた。今、自分が着がえの最中で、パンティ一枚だったのを思い出したからである。
　満子は汗にぬれた、下着をぬぎすて、素裸になると、シャワーをあびて、汚れをおとした。満子の乳房は小さかったが、よくひきしまって桃色の乳首が、かれんだった。下の草叢は黒いちぢれ毛であったが、まだ完全にはえそろってはいなかった。満子の肉体はほっそりとしていて胴が少し長かったが、それを埋めてあまりあるすらりとした曲線でからだをつつんでいた。
　満子はタオルを体にまいて、寝室までくると、スイッチを入れて電燈をつけた。
　とたんに満子はベッドの中にだれかいるのを感じた。
﹁あなたは誰！﹂
　満子は小声で聞いた。男は答えた。




﹁おれは本号猛、またの名を、
　　　　　仮面マラダーＳＥＸ！﹂




　︱︱仮面マラダーＳＥＸ・本号猛は改造人間である。性世界征服をたくらむ地獄の組織ショッカーの手にかかって、最も強いＳＥＸ人間としてつくられたのであった。しかしショッカーの変態手術人が、彼の脳を手術する前に、その力をもって脱出したのである。
﹁ショッカーは倒錯者の群れなのだ。彼らは、サディスト、あるいはマゾヒスト、男色家やレズビアン、ありとあらゆる変態が、この性世界を倒錯によってぬりつぶそうと団体だ。ショッカーというのは、サディストの鞭の一撃、マゾ、男色、レズのショックをあたえるという象徴的な名称なのだ。やつらの大首領は正体不明の大サド侯爵といって、あらゆる民衆の敵である悪と倒錯の大科学者だ。いや、大芸術家といった方がいい。ある幹部の部屋から聞こえた声が、どうも大サド侯爵の声だったらしいが、その声はこんなことを演説していた、民衆の卑俗な、使い古された俗悪無比で、汚らわしいＳＥＸを変革しなければならない。ＳＥＸを変革することだ。ランボーが生活を変革するといい、マルクスが世界を変革するといったが、この二つは既に一つであり、ＳＥＸを変革するということも一つとなった。そうだ。こんな具合だった。さんざんに民衆の卑俗をけなしていたっけ、俺も芸術家であったからよくわかる。……﹂
﹁でもあなたは変態ではないんでしょ﹂
　満子は心配そうに言った。
﹁そうだ。おれは倒錯したＳＥＸを憎む。おれは健康で、新鮮なＳＥＸの行為者だ。おれは堂々と、すばらしいＳＥＸを行為する﹂
　と本号猛は満子のタオルをとりさって、すばらしい肉体をほれぼれとながめた。
﹁ショッカーの日本をねらう大幹部というのは、その名をマゾヒストラーという恐ろしい倒錯者だ。男のくせに女のようにやわらかいからだをしている。彼の肖像はサルヴァドール・ダリというドルの紙へいをＳＥＸの対象としているドル亡者とよばれている画家がかいたんだ。おそろしくとろけそうな体でかいてある。そう、おれが美術学校にいたころの……いや、おれはもう美大生でも画家でもない。仮面マラダーＳＥＸだ。………そう、そのマゾヒストラーというのが、とても多様な倒錯趣味を持っていやがってね。いつも木馬責めに乗って黒しゅすのあみ靴下をはいていやがるんだが︱︱そのマゾヒストラーに指令をうけたり、あるいは報告したりするときは、そのつど、ハイル　マゾヒストラー！　と叫んでやつの尻の穴に一物をつっこまなければならないのさ。ふん、くだらないやろうさ。けれども、ショッカーは恐ろしい組織だ。おれのような改造人間を山ほどつくることができるのだ。おれは戦わなければならない。ＳＥＸの自由を守るために﹂
　本号猛は満子を愛撫しつつ、話を終えた。
﹁ああ︱︱おれはおまえと寝たい、しかし敵が来たようだ。おれは蛇と人間の合成人間、仮面マラダーＳＥＸだ﹂
﹁ヘービンシーン﹂と彼が叫ぶと、彼は仮面マラダーＳＥＸへと変身した。
　もっともこの変身はずっと後になってから完成したのだが、今説明しておこう。本号猛はいざ変身という時さっとズボンをおろす（これはのちに自動的にチャックが開くようなものがでたのだ）。彼の偉大な男根は見る見るうちにそそりたち、ヘビのようなうろこをもって熱くなり、彼の肉体を左まきにまく、すると本号猛の体は仮面マラダーＳＥＸの筋肉りゅうりゅうとした体に転じる。仮面はグロテスクなアフリカ彫刻だ。仮面マラダーＳＥＸの必殺技はヘビーキックである。仮面マラダーＳＥＸの男根が、一瞬にしてマラダーの全エネルギーを集中し、ぼうちょうして、敵をまっ二つに切りさいてしまうのである。またそのヘビの先からは、白いネバネバした液体がとび出す。中には何億という鞭をもった精虫がいて敵をたたきこわしつくしてしまうのだ。この大サド侯爵の傑作たる生ける兵器は無敵であった。
　今や、暗雲のひた走る夜であった。雷は、こまくを破るがごと、空気と大地を振動させ、仮面マラダーＳＥＸの身のうちに生気エーテルをみなぎらせる。
　土砂降りの雨はマラダーの体に激突した。
　彼は赤いぎらぎらした眼で見すえて言った。
﹁きさまは誰だ。ショッカーめ、おれの力を知るがいい﹂
﹁ハハハハハッ、きさまごときにおれがたおせるものか、おれの名はシブカワタツオ、またの名を、ムーンダンディ、満子はおれの女だ。もう既におれが征服した﹂
﹁満子よ、おまえも変態なのか﹂
　満子は顔を赤らめながらうなずいた。
　仮面マラダーＳＥＸは巨根をふりたてて怒声を発した。
﹁雷鳴よ、とどろけ、紫色の閃光よ、汚れを焼きつくせ、やつら変態めらの、汚らわしい反吐へどとあぶら汗をたたき出せ、おれはやる。ショッカーを全滅させてみせる。ゆくぞ、ムーンダンディ﹂
﹁待って、タツオは毎晩毎晩わたしのことを考えながらズボンをぬらしているのよ﹂
　満子は必死で叫んだ。
﹁うぬ、許せぬオナニストめ、おれが求めているのは、性を爆発させ、燃焼させる愛だ。ＳＥＸだ。耽美的な自己満足のサディストや、なれあいのホモや、自己満足のマゾヒストや、豚色したレズは、許せぬ。おれは性の自由を守るのだ。すべての人間を変態にしようとは！﹂
﹁政府の犬め、だまりやがれ﹂
﹁おれは自分のやりたいようにやるまでだ。きさまらの好きなようにはさせん。たとえおれが思想的に誤っていようとも、おれはこの男根で守りきってみせる。なんたる不健康だ。なんたる腐肉だ。きさまの顔は腐ってうみがあふれているわ﹂
﹁ゆくぞ、必殺月面攻撃だ﹂
　ムーンダンディは顔のぼつぼつからおそろしい毒ミサイルを発射した。
﹁マラダージャンプ﹂
　仮面マラダーＳＥＸは危うい所でよけたが、爆発のショックはまだ体にのこっていた。
　とおーっ！
　ムーンダンディも共にジャンプした。
﹁月面攻撃乱反射！﹂
　毒光線は稲光りとともに落ちて満子をふっとばした。満子は裸のままころがっていって泥水の中で気に失ってしまった。
　雷の電気は、仮面マラダーＳＥＸの男根にビリビリひびいていた。豪快な水のうずまきの中に、電撃は火花をちらして狂いまわっていた。
　暗夜あんやは視覚を混乱させた。
　大地はときながされて、どろどろの液体となって黒々とうごめき、水蒸気になって息をつまらせた。かと思うと粒子状の個体となって体中いたるところにぶつかった。
　二つの怪人は、速度をまし、肉塊の激突する音をひびかせながら、戦った。時たま、強烈なエネルギーの稲妻が、地にたたきつけられた時に、二つの青白い光が、目にもとまらぬ速さで動くのが見えた。
　再び、稲妻が、光り輝いたとたん、仮面マラダーＳＥＸは反転して、一直線にムーンダンディの方へ飛んでいった。
﹁ＳＥＸキック！﹂
　超エネルギーをもった、すばらしい男根は月面を破壊した。
﹁ギャーーーッ﹂
　ムーンダンディはふっとばされて、黒い液体となった大地に吸いこまれるように消えた。
　彼は満子を黒くひわいな大地からひきはなした。情欲にもえた大地は、なかなか満子をはなそうとしなかったのだが、彼は満子を大地にもてあそばれるままにはしておかなかった。
　朝がきた。
　黎明の澄んだ光は雷雨にしとど濡れた草叢をてらしだした。
　たくましい男根の本号猛と、満子の白い、美しくも冷たく、いまだ情熱の血のために熱い体が横たわっていた。
　彼女の草叢は二人の体液と、清澄な雨にぬれて、しっとりと、肌にへばりついていた。乳房はまだひくひく動いていた。太陽のあたたかさを吸収して、唇はかすかにほほえんだ。
　彼女はゆっくりと起きあがると、胸いっぱいにさわやかな空気を吸いこんだ。
　草叢くさむらの青くさい匂いとともに、肉のかすかな匂いが鼻腔をくすぐった。














　　　　　Ⅰ


せまるショック
気違い軍団
われらをねらう赤い影
ＳＥＸの自由を守るため
Ｓ・Ｅ・Ｘ！
雄々しい男根
ＳＥＸキック！
精液　放射！
仮面マラダー　仮面マラダー
マラダーＳＥＸ


　とわずか一日のうちに共鳴者を呼びおこし、ショッカーの脅威にたちむかおうとした人々のうちの、一人はこう歌った。
﹁チェッ﹂
　本号猛は舌打ちした。カフェに腰かけて、彼は満子に話しかけた。
﹁見ろよ、あそこをチンピラ野郎どもが行きやがる。うじ虫め、汚らわしい。あんなやつらが存在するだけでもたまらないな﹂
　カフェの前を数人の奇妙な服装をした男どもが通った。
﹁人に肩をぶつけてよろこんで迷惑をおよぼすだけで、殺すでもなくうじうじと陰気にのたくっている。奴らが殺すといったら仲間だけで、糞！　しゃくにさわる﹂
﹁英雄的でないというわけね﹂
　満子は笑いながらこたえた。

　同じころ、世界侵略軍日本司令マゾヒストラーは窓の外を見ながら、血のように赤いワインを飲んでいた。
﹁見たまえ、あの不良どもを﹂
　とマゾヒストラーはおつきの美少年に言った。
﹁どういたします。部下どもに命じて攻撃させましょうか﹂
﹁いいや、よせ。あいつらは攻撃するにあたいしない。一般人なら無差別にねらえば効果はあろうが、あいつらは愚連隊とか不良というレッテルをやつら人間どもに押されているエセ人間だ。劣等な人間のうちでもっとも猿に近い、人間のうちでももっとも罪悪の少ない連中だ。やつらは陰惨な泥仕合をくりかえし、汚らしい体をどもとも食いしあい、見たまえ、あのけばけばしい恰好を。なんという滑稽さだろう。染めた髪や奇妙な服や、流行の飾りやら（とマゾヒストラーは肩をそびやかした）。せいぜい軽蔑しておくがいい。もっともうじ虫を軽蔑するのはわれわれ超人的な人間のやることではないがね。やつらが社会に害をおよぼすのはギャングの──またこのギャングというのも伝染病の病原体みたいなチンケなものなのだが──手先となって少々病気をまきちらすぐらいのものだ。やつらの人にあたえる影響といったら罪のないエセ格好良さとか、嫌悪感にすぎない。ああいったものは教育という最大の凡人製造機からも落ちこぼれた劣等人種なのだ。俗悪をもっとも罪のない形で体現したものにほかならない。ああいた連中の話題は、ひまつぶしにはもってこいだが、あんなものでいらだったりするのはもったいないね。もっともあの不可解なわれわれの大首領によれば﹃自分の眼の前にあるじゃまなもの、気にいらないもの、汚らわしいもの、私がこの存在は正しくないと判断したものはすべてこの世から抹殺しなければならない﹄などということになるんだが──もっとも大サド侯爵はおそろしく潔癖にできているんだろうな﹂
﹁本号猛めが、あの連中に腹を立てていたのを部下どもが見たそうですが﹂
﹁ふむ、そんなことでは本号猛も人間ができていないわい。もっとも大サド侯爵に似ているわけでもないんだろうが。しかし大サド侯爵は何だってまたあんな反乱するような奇妙な思想にとらわれた改造人間をつくったのだろうか。さっぱりわけがわからない。われわれが虐待されてうれしいように──いやいや大サド侯爵はどうもそうした考えではないらしい﹂

﹁うん、そうだ。やつらに腹を立てるなんてくだらないことだったんだ。幸せなやつらなんだからな。しかしあの自己満足には腹が立つ。恐ろしくないかわりにあの馬鹿さかげんにはいらいらする﹂
　またぞろ歩いてきたあの連中を見ていらだちながら本号猛は言った。

　マゾヒストラーが、落ちつきはらって酒を飲んでいると、史上最高のモラリスト、寛大をよそおった常識家、と呼ばれている一人の男が部屋に入ってきた。
﹁また来やがったな﹂
　マゾヒストラーは背筋が寒くなるのを感じた。なんという気味悪い男が来たのだ。
﹁こいつはいるだけで説教する。それもくだらん常識をな。おれに反対もしないくせに、われわれの味方ではない。やつは人間なのだ。もっとも唾棄すべき人間なのだ。自分をはっきりと行為にうつしもしないくせに、平気で人を軽蔑し、おれたちに保護してもらおうとする。こいつらが、いちばん罪のあるやつらだ。民衆というやつらが﹂
　男は笑顔ですわっていた。
﹁ええい、おれたちは何が恐ろしいのだ。あんな俗悪な犬どもも、学校ではないのだから教師も、母性も、恐ろしがる必要はないではないか。殺してしまえ。まさかおれが、この男を愛しているわけじゃあるまいし。殺してしまえ﹂
　マゾヒストラーはひとりでつぶやいていた。
﹁じゃあおれは今まで何をやっていたんだ。なんで今まで、こんな男を生かしておいたのだ。大サド侯爵よ──われに力をあたえたまえ。あなたはなるほど自分の上に神をもっていないだろうが、私には上に立つ神が必要なのですよ﹂
　──宗教は思想ではない。方法だ。もっとも卑俗で弱い人間をあつかうためのね。
　大サド侯爵の声がマゾヒストラーの耳だけにひびいた。
　──殺せ！
﹁殺せ。よし、決定だ。殺せ﹂と彼は小姓に耳打ちした。男はひきたてられていく時、あわてて声をあげた。
﹁おい、おまえ何をする﹂
　ドアが、音をたててしまると、マゾヒストラーはしばしひとりでもの思いにふけった。
﹁おれは大サド侯爵から命令を受けた……殺した。おれはなんというすばらしいメカニズムだ。おれは巫女のように、神の通信を受けるのだ……………﹂
　日はようやくかげりはじめ、弱々しい光が、次第に窓から遠のいていった。あたりがすっかり、オレンジと青の黄昏の光をうつしだされるころ、マゾヒストラーはようやくもの思いからさめて言った。
﹁あの男は、おれの父親だったのだ﹂
　窓の下を、例の不良どもが、さわがしく通った。マゾヒストラーは、小姓を呼んでいいつけた。
﹁あの連中を殺してしまえ、もっとも簡単で、苦痛のない方法で。そうさな、ふみつぶしてやれ﹂
　こうしてうじ虫はふみつぶされて、無残にも、一掃された。

﹁マゾヒストラー閣下。会議のお時間です﹂ドアの外で、彼の部下がそう叫んだ。
﹁よし、入れ﹂
　マゾヒストラーが、冷静沈着にいうと、部下はドアを蹴立てて入り、ズボンを半ばぬいだ、マゾヒストラーの尻めがけて突進した。
﹁ハイル！　マゾヒストラー﹂
　マゾヒストラーは、ダンディな軍服をぬいで、素裸の身にガウンをまとっただけで、会議室にはいると叫んだ。
﹁諸君、私は時間が惜しいから略式でよい﹂
　と会議に列席のものどもは──みな同じようなガウンを着ていたのだが──いっせいにガウンのすそをはだけ、それぞれの男根をおしたてて、叫んだ。
﹁ハイル！　マゾヒストラー﹂
﹁いや、諸君、どうしたことだ。ムーンダンディと、大僧正がきていないではないか﹂
　席につきかかったマゾヒストラーは言った。
﹁閣下、残念ながらムーンダンディは仮面マラダーＳＥＸのために──﹂
﹁やられたのか﹂
﹁はい。しかとはわかりませんが、殺されたのではないかと──﹂
﹁しかしまだ私は仮面マラダー攻撃の命令は出していないではないか。大サド侯爵もそのようなことは言われていない﹂
﹁しかしながらムーンダンディめは命令で行ったのではなく、自分の愛人のとこへ変態性欲をふりまきにいったのでございます。そこに、やつめが居たというわけで﹂
﹁なんというかってなことをするのだ。我々はあんな反乱分子にかまっているひまはない。裏切り者は放っておけばよい。我々にはもっと偉大な事業たる性世界征服の夢があるのを忘れたのか﹂
﹁しかしながら、すべてをマゾと、サドに変えられては困りものですな﹂
﹁なんと申す、麻薬ハシシ大将軍。くだらぬ乱交パーティだの、俗っぽい金めあての麻薬だのにたずさわっているくせに、生意気なことをいうではないか﹂
﹁まさしく﹂とマゾヒストラーのあとをつづけて糞尿主義者スカトロジスト元帥が言った。﹁乱交パーティだの、麻薬による夢だのは、想像力のない低次元のお遊びにすぎぬ。それに、金の亡者の俗人間につながることになるのだから﹂
﹁何をいう、土百姓め。人間に糞をかけて何になる。尻の穴をなめて、何になる。糞を食い小便を飲んで何がおもしろい。糞壷の中で、何が想像力だ。糞は大地にかけるがよし。尻の穴をふくのは便所で、しかも紙でふけばよい。糞と小便をなめるのは下肥のできぐあい、くさりぐあいをたしかめる時だけにするんですな、土百姓さん﹂
﹁なんという混乱だ﹂
　この時、大声でりんとした声で叫んだものがいた。
﹁カッパ大僧正﹂
　とスカトロジスト元帥が、
﹁両性具有者アンドロギュヌスではないか﹂
　とマゾヒストラーが叫んだ。
﹁ふん、男女おとこおんなめ﹂とハシシ大将軍がつぶやいた。
﹁なんという混乱ですか。これはなんという支離滅裂な議論をくりかえしているのですか。地位も何もあったものではない﹂
　カッパ大僧正、本名をアンドロギュヌスというこの黒服の僧衣をつけた美男子の河童、まるで女のように美しく、しかも男の強い透明さをもっているニヒリストは言った。
﹁我々は性世界征服という偉大な夢をもっているのではなかったのですか。くだらない議論を重ねていないで、具体的でちゃんとした論議を重ねるべきですね﹂
﹁下だらないだと﹂ハシシ大将軍が叫んだ。
﹁そういうことです。そう怒鳴らないでください﹂
﹁まさに君は理想的存在だね﹂
　スカトロジスト元帥は言った。
﹁そう、アンドロギュヌスが、一番、偉大な存在なのです。男でもあり、女でもあり、すべてである太陽の子なのです。さっそくですが、我々がまずしなければならないのは仮面マラダーＳＥＸめをたおすことではないでしょうか。下品で、粗野で、無知で、裏切りものの仮面マラダーＳＥＸやっつけるべきです﹂
﹁アンドロギュヌス大僧正よ、君は実に美しい。サドにも、マゾにも、スカトロジストにも、麻薬吸飲者にも、女にも、男色家にも好かれるだろう。その点で君は確かに偉大かもしれない。しかし、惜しむらくは知性がない。我々はそうした反乱分子など無視していいだけの力をもっているはずだ。やつより危険なのは、通俗的な常識ＳＥＸどもだ。民衆だ﹂
﹁閣下、こいつは﹂とハシシ大将軍が言った。﹁仮面マラダーに対し個人的な恨みをもっているんですよ。つまりあいつに自由なＳＥＸをされちゃ、アンドロギュヌスなんていう中途半端な存在など用なしですからね。仮面マラダーＳＥＸの男根のたくましさに嫉妬しているんですよ。こいつが遅れてきたのも、貧弱な男根を見せないためですからね﹂
﹁なんだと無礼な﹂と大僧正は叫んだ。﹁大僧正というのは、すべての地位機構から独立して、すべての人々から尊敬されるべきものなのです﹂
﹁まあ、そういうな。誰でもコンプレックスは持っているものだ﹂
　マゾヒストラーが落ちついて言った。
﹁断固仮面マラダーＳＥＸを倒すべきです﹂と大僧正。
﹁男根コンプレックスめ、黙れ﹂とハシシ大将軍。
﹁静かにしたまえ。仮面マラダーは強い。そして我々も巨大だ。この組織の力は偉大だ。その上、我々は確かに哲学的だ。しかし個々ではやつの粗暴な力にたちむかうことはできない。個人個人が向かっていけば、敗れるに決まっている。それより組織を固くして、反乱分子の影響をしずめることが必要なのだ。もう一度言おう。我々は確かに哲学的だ。しかしやつの粗暴な、哲学、思考することが、ただちに行為につながり、一瞬間の巨大な暴発する閃光のような力にはいかんともすることができない。確かに我々の哲学も行為につながろう。しかし、やつほどの力、あれほど一瞬に力をつぎ込むことはできない。我々はこの哲学で性世界を変革するのだ。巨大な哲学の力で。それにやつは反乱者だ。放っておけば、ただ一人、自由なＳＥＸを行うだけで、我々に刃むかうことはないだろう﹂
﹁その二つは甘い考えですぜ。抽象的な哲学だけで世界は変えられぬ。特に後者は甘い考えですぜ。やつは我々に挑戦してきますよ。私はこの二つを身をもって体験してきたんですからねえ﹂
﹁ムーンダンディ、貴様はそんな口のききかたができるのか。おまえはまだ何の地位も︱︱﹂とハシシ大将軍が言いかけると、傷だらけで瀕死のムーンダンディは答えた。
﹁おっと、私はついさっき、ムーンダンディ・ワイルド少佐に任じられましたんでね﹂
﹁ええい、あのうじ虫どもの血をひくくせに﹂ハシシ大将軍はいきりたった。
﹁まあ、何とでも言うがいいやね。ともかくやつは気違いじみた情熱で、我々に立ち向かってくるんでね。何ごとも迅速にやらにゃなりませんて﹂
﹁そうだ。戦うのだ。戦って、勝って、殺せ。仮面マラダーを殺せ﹂アンドロギュヌス大僧正は言った。
﹁せめてこの混乱をおさめるまでは戦うことができぬ。やつはひとりだ──﹂
﹁いや、やつはひとりだからこそ最も強いんですぜ﹂とムーンダンディ・ワイルド少佐が答えた。
﹁うむ。そうかもしれん。やつの哲学は速い、極限的な閃光だ。やつの思考はその一瞬において錯乱し、閃光はわれわれのよく思考された哲学の肉体をひきさく。総体的な世界の論理が、あやつ男根の一撃で破壊される。やつの行為は徹底的に現実じみているのだ。我々の哲学的行為が広大な、細分化された侵蝕であるのに比べて、やつのは、自分自身のみの現実を瞬間に変貌させて我々にはたらきかけるのだ。我々の恐ろしく巨大な未知数の時間に対して、やつの現実的な時間をもってする。やつは集中された力だ。世界のすべてを変えることはできない。が、世界を変えることのできる我々には、たちむかうことが可能なのだ。我々の未知数が、巨大な時間にかかっているのに反し、やつの未知数は凝縮された時間にあるのだ﹂
　この時、アンドロギュヌス大僧正の耳にはものすごい勢いでかけてくる馬の蹄の音が聞こえた。と、悲鳴すらあげるひまなく大僧正はドアを蹴立てて行ってしまった。
　次の瞬間、反対側のドアを蹴立ててはいってきたものがあった。
﹁ケンタウロー大公！﹂
　ケンタウロー大公は下半身が、馬、上半身が人間の身長三メートルを越す巨大な改造人間であった。
﹁ははあ﹂とハシシ大将軍。﹁これでアンドロギュヌスめが逃げた理由がわかったぞ。何しろ、この半人半獣のケンタウローの男根ときたら恐ろしくでかいからな﹂
﹁まず戦闘用の改造人間をつくれ。おまえらごとき軟弱なやつらは少しも役に立たんわい﹂
　ケンタウロー大公はつづける。
﹁いい気になって哲学論議をつづけていても何もはじまらぬ。無能なやつら。くだらぬところで上品ぶるな﹂
﹁まったくアンドロギュヌスめの部下ときたら、正真正銘の男女と、去勢コンプレックスしかいないのだから﹂
　ハシシ大将軍はまだ楽しそうにつぶやいていた。

﹁あしゅら男爵！　ブロッケン伯爵！﹂
　アンドロギュヌス大僧正は叫んだ。
﹁あしゅら男爵参上いたしました﹂
﹁ブロッケン伯爵参上いたしました﹂
　あしゅら男爵こそは正真正銘の両性具有ヘルマフロディットだった。左半分は女、右半分は男からなる合成人間。半面の女は陰鬱な趣をたたえて美しく、その強烈な性格を物語るような、きついまなざしをもっていた。男の半面は情熱の放蕩者ダンディ、くだらぬ凡人を鼻であしらう重しい憂鬱と、しかし南方の軽やかな血、イタリア貴族でもあるかのような官能をあふれんばかりに表情にたたえている。この両性具有ヘルマフロディットはまごうことなき貴族、正統な、成り上がりでない、優美で、官能的で、頽廃デカダンの、貴族主義的貴族であった。二つの甘い声は屍体の音楽、血の酒を思いうかばせるこの上ない貴族のひびきをもっていたし、たいした知性、判断力、戦闘力、思想はもっていないながら、驚くべきその良い趣味で、それを感じさせないところなど、まごうことなき最上の貴族であった。あしゅら男爵が残酷な笑みをうかべて良い趣味（おどろしき変態嗜好といった方がよいほどに貴族的な………）にいろどられている時の姿を見よ。二つの美しさは微妙な陰影にくまどられ、統一し、かすかな黄昏のむせぶような芳香と、かなたの領地の清浄な水を感じさせた。
　ブロッケン伯爵は、あしゅら男爵より野卑であった。きゃつの顔には、何の優美さもなかったし、だいいちその異様な首は、胴体から切りはなされていて、腕にかかえられているのだ。しかし異様な野卑にもかかわらず、いやそれゆえにこいつは、よほど怪奇幻想にいろどられたおどろおどろしい貴族といった風だったし、陰湿な血なまぐさいドイツ貴族の、どこから生まれたのか皆目見当がつかない貴族というやつだった。何より神秘的なこの首切られ伯爵は、自らの体内にさざめく黒い森をもっていると言えよう。
﹁あしゅら男爵、ブロッケン伯爵﹂
　とアンドロギュヌス大僧正は話しはじめた。
﹁我々の手を下す時は来た。先手必勝のため、我々は仮面マラダーＳＥＸを攻撃する。よいな。やつを絶対にうちまかさねばならんのだ﹂
　アンドロギュヌス大僧正は大きく深呼吸をして、
﹁行け。行ってやつめを倒せ﹂
　あしゅら男爵は頭からすっぽりかぶったマントをととのえながら言った。
﹁わたくしにおまかせを﹂
﹁何をあしゅら男爵め、この仕事はおれのものだ﹂
　ブロッケン伯爵は叫んだ。彼はドイツ式軍服を着こみかかとを鳴らしてアンドロギュヌス大僧正に敬礼した。
﹁わたしが必ずやつめを倒します﹂
﹁二人していくがよい。その方が力は大きい﹂
　ケンタウロー大公の助言により、ようやく戦闘用改造人間の制作が着手されたころ、アンドロギュヌス大僧正の配下たちは、仮面マラダーＳＥＸを倒すための刺客を送った。
　エレクトリック・キクロプスという身長三メートルの一つ眼の巨人だった。
　エレクトリック・キクロプスの頭はほぼ一つの巨大な眼でしめられていて、頭のとがった兜で周囲を保護してあった。キクロプスは完全に、人工的につくられたロボットであったから、電子頭脳は別なところにあり、アンテナでつなぐことができた。腕、脚の筋肉は合成されたゴムと、金属の強力なやつで、胸も、この弾力を持ち、衝撃をはねかえし、熱にも耐えられるこの合成筋肉が平均二十センチメートルの厚さではりついていた。まさしくエレクトリック・キクロプスは無言の騎士であった。この科学の真髄を集積した人造人間は、仮面マラダーごときに負けるはずがなかった。鋼鉄以上に丈夫な筋肉に守られ、電子頭脳はここにはない。キクロプスの左横腹には特殊な金属でできている部分があった。ここだけはエネルギー発生装置がしこまれているため、合成筋肉にできなかったのである。
﹁行け、無敵のエレクトリック・キクロプスよ﹂
　あしゅら男爵はこう言って送り出した。





　　　　　Ⅱ




　本号猛は満子と共に夜を過ごすために部屋へ上がった。彼は窓を見てつぶやいた。
﹁いやな天気だなあ﹂
﹁ええ、本当に。何かしら、あの黒雲は……﹂
﹁いやな予感がする。おれの体が、痙攣している﹂
　なるほど、頭上の雲は帯電していた。それはあのエレクトリック・キクロプスの力だった。
　彼らが、たまらない不安のうちに夕食を終えて、ベッドへ行こうとした時、黒雲は急激に電気を放って家に落ちた。次の瞬間、雷鳴と共に家は崩れ落ち、がれきの山は帯電してうす気味悪く輝いていた。本号猛は、電気に撃たれたショックにたえて、すばやく飛び、家の崩壊から逃れたが、満子は、感電して、のびていた。彼は白い体をそっと、草叢にのせると、変身した。が、とたんに彼はよろけた。電気ショックは、体の筋肉を痙攣させ、変身したためにひきつったからだ。
　この時、再び、稲妻が彼を撃った。普通の稲妻だったら、仮面マラダーは死んでいたろう。しかしこれはキクロプスのエネルギーだったので、筋肉が、少々焦げるくらいですんだ。
　しかし彼は動けなかった。しびれ、けいれんし、疲れはて、ついに眠りに落ちようとした時、彼は機械音に目覚めた。
　彼が見たのは巨大な化物だった。
﹁おまえは誰だ………………何物だ﹂
　化物──エレクトリック・キクロプスは答えなかった。キクロプスは発声器を持っていなかったのだ。
　ウィ────ン
　機械音と共にふりあげられた手は、すばやくふりおろされた。恐ろしい力だ。彼が渾身の力をふりしぼって逃げなければ、手は地面ではなく彼の体にくいこんでいたろう。無言の攻撃は、続いた。四、五回もＳＥＸはよけたが、ついに彼は右腹に、パンチを食らって倒れた。筋肉はひきちぎれ、血はがけしとんだ。仮面マラダーがうめき声をたてて倒れた時、キクロプスは、雷電で、彼を撃った。電撃は恐ろしいショックをあたえ、地面と共に彼をはねとばした。彼はわきの草叢にようやく身をひそめると、はじめて敵の姿を明確に見ることができた。
﹁やつはおれより機械的なのだ﹂と仮面マラダーＳＥＸはつぶやいた。﹁とすればやつの感覚はおれより鈍いか、機械ををすばやく動かすための、複雑なからくりの中枢部があるに違いない﹂
　仮面マラダーは草叢から飛び出した。
﹁やつの弱点は……﹂
　キクロプスは、すばやくパンチをくりだした。
﹁頭だ！　とおーっ﹂
　仮面マラダーは回転しながら空中に身をおどらせた。
﹁行くぞっ！﹂
　︱︱ベビーキックが、キクロプスの頭に炸裂した。……が、キクロプスの巨大な腕と、堅い金属の厚い壁にはばまれた。エレクトリック・キクロプスの腕は、筋肉に深い傷を負ったが、攻撃力は衰えなかった。
﹁くそっ、いったいどうしたらいいんだ﹂
　マラダーははすばやくよけ、逃げてはいたが、二度にわたる電撃と傷の痛みから、その動きも次第に鈍った。
﹁ふっふっふっ、エレクトリック・キクロプスよ。早いところ殺してしまえ。見よ、このエレクトリック・キクロプスの力を。ブロッケン伯爵、何ともみごとではないか。たかが、男根改造人間ごときに、われらの科学力に立ち向かえるものか﹂
﹁うむ、くそっ、先達せんだつを、あしゅら男爵にとられては、仮面マラダーＳＥＸ殺しの栄光が、やつの手に落ちてしまう﹂
﹁仮面マラダーＳＥＸめが、キクロプスにやられるのも、もう時間の問題だな﹂
　エレクトリック・キクロプスは、三度みたびエネルギーを集中し、今までにまして強烈な電撃を、自分の体が電撃の描く球体の中心になるように放電した。生きたエネルギー電撃は、さながらメデューサの髪のように身をくねらせて拡がってゆき、草叢を千々にし、大木を燃やし、周囲は一瞬にして火につつまれた。












　電撃はなおも力を増して大地を砕き、火の粉をふらせ、地獄のごとき光の饗宴をまざまざと見せた。
　蛇のような電撃はついに仮面マラダーをとらえた。
　巨大なエネルギーは一瞬にして彼に集中し、青白い電光につつまれ、赤と黄の火花を錯乱させ、巨大な電気うずまきの幻影を呼びおこした。電気はＳＥＸの体にとりつくと、ミクロのプラスマイナスに分かれ、彼の体に侵入し、三次元の網目となって互いに強烈に反発した。恐ろしいミクロの電撃神経系は体を痙攣させ、仮面マラダーＳＥＸは火花とともに振動しながら五メートルばかりに、異様な形でふくれあがった。



　傷口からは血が、虹色に輝きながら飛び散り、荒野となってしまった大地を照らした。
　もし、この時、仮面マラダーＳＥＸに強烈な凝集能力がなかったら、彼は数億の、錯乱する光となって飛び散っていたろう。
　だが、仮面マラダーＳＥＸは急速に男根を立てた。五メートル以上にもなった体はまたたくまに縮まり、彼は光り輝きながらそそり立つ一つの男根に変貌した。
　さながら聖なる中世の光輝く槍は、一本の燃えたつ木のように、きらめくがごとき頂から、数億の輝く粒子を放出した。錯乱する光の精子たちは空中を泳ぎながら次第に巨大な形を成しつつあった。
　ついに数しれぬ光のパノラマ、急速な分子たちによって、身の丈三メートルばかりの燦然と輝く精霊が出現した。
　光の精霊は輝く槍を手にとった。
　キクロプスはしばしあっけにとられていたが、巨大な単眼をギラギラ光らせて突進してきた。
　精霊も、槍をかかえて空中を走り出した。光の残光を荒野と夜空に投げかけながら、めくるめく精霊は動いた。











　キクロプスは地ひびきをたてて腕をふりあげた。キクロプスのただ一つの強力金属部であるわき腹が精霊の光を受けて七色に輝いた。
　あたりが光の錯乱につつまれたとたん、大いなる硬質に輝く男根が、キクロプスの輝くわき腹に突き刺さった。
　と光は鋼鉄をひしゃぎ、とかしがら光を発し、一瞬マグネシウムのように光り燃え、激しい残光を残しながら消えた。精霊も消えた。
　仮面マラダーＳＥＸは立ちあがった。焼きはらわれた荒野のかなたの地平線に、夜明けのきらめきが戻った。
　やさしい暖かさが波をつくって、吹いてきた。本号猛は、眠っている満子をながめた。満子の体にはまだ、夜の戦いの光が残って輝いているようだった。
　蛍も、もう消えた。
　彼もまた満子により添って夢の中へ入っていった。
　本号猛の男根はまだ立ったままでいた。太陽はそれを勇壮に輝かせた。あしゅら男爵はあまりの光に目をやられて、苦しんだ。
﹁フッフッフッ……﹂ブロッケン伯爵は不敵に笑った。﹁これで俺の番がまわってきたわけだ。見ていろよ、あしゅら男爵め﹂





　　　　　Ⅲ




﹁おれは﹂と本号猛は言った。﹁慢性的な快楽を求めているんじゃない。一瞬の、一度きりの快楽を求めている。飽くことないくりかえしはもう沢山だ。おれは何か、もっと別なものを求める。あの変態のやつらの快楽でも、凡百の快楽でもないものを﹂
﹁いったいどうすればいいというの。何か新しい方法があって﹂と満子が言った。
﹁方法か……方法を見つけよう。何たる不能の戦いであることか、ここからは何も生まれない。やつらを阻止するためにも、いやそれ以上におれは新しいＳＥＸを見つけなければならない﹂
﹁別なものなんかあるのかしら。サディスムにも、マゾヒスムにも、何百という方法があるわ。大きな嗜好の中にいくらでも具体的な方法があるのよ﹂
﹁おれは︱︱いや、われわれはと言ってもよい。全く新しい思考による︱︱全く新しい欲望を求めている。具体的な方法が、ありとあらゆる方法が、生まれてくるだろう。欲望だ。われわれは欲望の根源を探らなければならない﹂
﹁難しいわ。わたしたちは教育を受けていないんですもの。新しい教育を発明しなくちゃ﹂
﹁サディスムも、マゾヒスムも、同性愛も、ロマンティックな恋愛、情熱的な恋愛も、虚栄の恋愛も、遊びの愛も、永遠なる狂気の愛も、あらゆる技術、心理のひだも、ギリシャ式恋愛も、獣姦も、麻薬も、スカトロジイも、近親相姦も、その他のあらゆる変態的倒錯行為も、オナニスムも、思春期の陰惨も、青年の倦怠、中年の卑猥、老年の悲惨も、乾いて無感動なＳＥＸも、俗っぽいがこの恋愛や、結婚や、強姦や、浮気も、何もかも、慢性的な快楽だ﹂
　本号猛は叫んだ。
﹁ただ……おれはショッカーにいるころ聞いたことがある。﹃想像によって犯すことができるもの、想像と行為が一つになって、自由なものの、つねに変わり続けるＳＥＸ﹄とかなんとか、言っていたな。おれは人間なんだ。さらに深く人間にふみいって、見なければならないらしいな。道徳モラルなんか糞喰らえだ。新しいＳＥＸを打ち立てるために、すべてを変えなければならない。社会も、人間も、すべてだ﹂

﹁ついに完成したか、戦闘用改造人間が！﹂
﹁閣下、これでもうわれわれの勝利は確定的ですな﹂
﹁いや、やつの力をあまく見てはいかん﹂
﹁ロートレアモン伯爵！　この人造人間を説明してくれないか﹂
　ハシシ大将軍が呼びかけた。
﹁よろしい。こは私のつくったものですからな。こいつはギロチンザウルスと申しまして、一見ペンギン風の翼をしております。
この翼は一対のギロチンの刃となって鋼鉄をもぶった切るという︱︱仮面マラダーの男根も例外ではありませんな。目は空洞、白々としたぬめ肌はショックをやわらげます。しかもこいつはコウモリのように飛ぶことができます。ギロチンザウルス空洞の目から超音波が発せられるわけで、しかも内部に組みこまれたジグザグマシンですばやく複雑な飛び方ができるのです﹂
﹁おお、すばらしい詩人ですな、ロートレアモン伯爵。おぬしは接着剤のように透明で、白昼のゴミ箱のように美しい﹂
　ハシシ大将軍がほめたたえた。
﹁ではさっそく、出動してもらおうか﹂
﹁おまちください、マゾヒストラー閣下﹂
﹁なんだ。ブロッケン伯爵ではないか。おまえのごとき怪奇趣味者が何のようだ﹂
　ハシシ大将軍が怒鳴った。
﹁私めもこの戦いに加わらせていただきたく思います、このイレーヌと共に﹂
﹁なんだ。この人造人間は女ではないか﹂
　とハシシ大将軍が言うと、
﹁美しい雌だ。なんという瞳だ。黒真珠だ。こいつは美しい雌だ﹂とロートレアモン伯爵。
﹁私は反対ですな。閣下、女ごときに何ができます﹂
﹁酔いどれにはたわごとを続けさせておきましょう。閣下、私には作戦があるのでございます。このイレーヌめに本号猛の恋人、満子をさらわせ、おびきよせてやるので﹂
﹁よし、行け。ロートレアモン伯爵、ブロッケン伯爵、うまくやるのだぞ﹂
﹁ははっ﹂
　イレーヌは頭上の翼を開いた。美しい乳房はあらわになった。豹のようにしなやかな体にはするどい爪のついたコンドルの足がついていた。




　満子は実にあっけなくさらわれてしまった。ガニュメデスより他愛なく、エウローパより快げに。早速、本号猛こと仮面マラダーあてに手紙が出され、満子は服を着たままひったてられた。
　ブロッケン伯爵はうめいた。
﹁ふむ、美しい少女だ﹂
　満子は目をみひらいてキョトンとしていたが、別に何の恐怖も感じてはいない様子だった。
﹁こいつは白痴か、そうでなかったらよほどのあばずれ女だな﹂
　マゾヒストラーはしばし感心していたが、親衛隊の連中を呼ぶと、満子をひきわたし、
﹁逃がさぬように見はっておれ。せいぜい楽しむんだな﹂
　親衛隊の若きエリートたちは、会議を開いた。
﹁この女をどうするかだが──﹂
﹁ありきたりのやつではおもしろくないな。健全な学生らしいやり方で、おれたちの思春期の欲望を発散させねばならない﹂
﹁おれたちはもう言葉に飽きたのだ﹂
　と秀麗な十六、七の親衛隊長が言った。
﹁哲学なんかいらない。われわれにあるのは行為だけだ。われわれの思春期には、もう詩も、哲学も、学問もない。おれたちの思春期にあるのは情欲だけだ。想像力すら涸れはてた今──われわれがもとめるのは陰惨な快楽ではない。別のことを望んでいるのだ﹂
　親衛隊員はみなこの意見に賛成した。
﹁それでは﹂と隊長はすっくと立ちあがった。﹁常識的な意見にもどろう。陰鬱な情欲はスポーツと学問で解消しなければならぬ。われわれに恋愛の自由はないのだから﹂
　親衛隊長は親衛隊養成学校の優等生だった。最も自由に、最も束縛されて、放蕩をつくしてきたのだった。ショッカーの教育はまだまだ貧弱だったが、彼こそは教育をのり超えた、しかしいくらでも教育の枠内は満たすことのできる超人的な放蕩者だった。
　親衛隊員は改造人間ではなかった。ショッカーの強化策はまだそこまで進んでいなかった。しかし彼らは鍛えぬかれた生身の体でＳＥＸを変えてきた。親衛隊長は長身で、青白い皮膚をしていた。それがまた壮絶な嘲弄をたたえていた。親衛隊は将軍や貴族階級におとらぬ力をもってさえいたのだった。
　彼らはバルコニーへ出た。その巨大なバルコニーの上にはみずみずしい青空が、砂漠色の地平線までつづいていた。
﹁高とびの用意だ﹂
　用意ができると、彼らは満子に近づいた。満子は幾重にも男にかこまれた。
﹁それっ﹂
　誰かが声をあげると親衛隊長が満子のスカートをまくりあげた。飢えた思春期の魔物じみた視力は満子の感覚をつらぬき、人々はみな声をひそめた。数人のものがおどりでて、満子の両手、両足ををおさえた。隊長はゆっくりと満子のパンティに手を入れると、急にひきおろした。満子の腿ももの肉は緊張して痙攣した。顔は羞恥のためまっ赤になった。かたくとじられた股またを男どもは力まかせにひらいた。尻の肉は脈うち、剛毛の下で、深い亀裂が荒い息をしていた。汗がふき出したが、ひんやりとした湿り気をおびた青い風にふかれてすぐ消えた。とこんどは急に誰かがブラウスをひきちぎった。ブラジャーの中にちんまりと腰をすえていた乳房が、びっくりしてふるえた。親衛隊員の顔は青白い冷静さそのままに青空のような歓びがあふれていた。ふっと気がぬけたとたんに、股は大きくおしひらかれ、乳房はあらわにされた。ただひとつじゃまなスカートもあっという間にとりのぞかれた。
　彼らは満子をそのままのしせいで高とびのバーの少し上につり下げた。
﹁後ろからにするか、前にするか﹂
﹁よし、じゃんけんだ﹂
　満子は最初は空中にうつぶせにつり下げられた。親衛隊員らは、服をすべて脱ぎ捨てた。彼らの体は、よけいな筋肉で、ごてごてと装飾されてはいなかったが、すらりとした若々しい体をしていた。なかでもすばらしいのは親衛隊長だった。思春期の陰鬱な情欲にゆがんだ眉間には重苦しい邪気がたまっていたが、はるか彼方の清冽な、非人間的な歓喜の世界に渇いているようなところもあった。蒼白い体のせいで黒い髪の毛がなおさら黒光りしてあざやかだった。満子はまるで夢のようだと思った。親衛隊員は次々に飛びあがった。彼らは、その均整のとれた肉体を存分にそらして、憂鬱な情熱を光らせながらそそり立った男根を高くさしあげ、空間をすべるようにしてバーを超え、満子の大きく開かれた股間に、一瞬、火のような衝撃ショックを与えており立った。背面飛びは沈黙のうちにつづき、満子は半ば気を失った。満子の股の剛毛には鮮血がしたたり落ちていた。ぬけるように白い体はバラ色に紅潮した。
　このバルコニーは半分ほどを大きな岩のような崖にかこまれていたため、冷んやりとした影になっていた。続く前方に広がる砂漠には黄金の太陽が照り、青空は夏のこの上なく美しい透明さを見せている。
　バルコニーはこの青空をのぞむ影であった。親衛隊員たちも青かった。ただひとり満子だけが、生身の赤い熱気を放出する物としてつり下げられていた。ひととおりとびおわると、彼らは満子をあおむけにした。眼が青空を呑みこんで涙を流した。親衛隊員は彼女の向きを変えながらまっ白い内股をなでさすった。もうひとりが、形よくはりだした尻をなめた。誰かが吸血鬼のように、股の奥を染めた血を、音をたててすすりこんだ。再び背面飛びがはじまった。勢いよく飛びあがって、体をそらせた青年は満子の尻の穴に男根をつきたてると、蛇のように体にからみつき乳房をやさしくこねまわした。へそに指をつっこんで、彼女を身もだえさせた。内股をじょうずにくすぐってはなおも満子の気を転倒させた。彼が男根をひきぬきざまに下りると、肉が破けて血がたれた。腸にあたえられたショックのため満子は糞を排泄する欲求を感じた。その刺激に耐えるためには、力をこめて尻の穴をすぼめていなければならなかったが、親衛隊員の男根は容赦なく尻の穴につきささり、肉をひきさきおしひろげた。今度は内股をさぐりながら、彼女のゆたかな肉のあわせ目の前のほう、小便用の穴に指をつっこんで尿道を刺激した。尻からは下腹のおくから脊髄をとおって乳房のわきに刺激がひびき、尿道からは肉のあわせ目のちょうどそのくびれところをとおり、下腹の表面近く両わき腹をとおって肋骨から乳房の内側の山すそを通って伝わり、まん中につきさしかえられた男根からは、体の芯をとおってあごのあたりまで違和感が広がった。満子は汗にまみれた。とその汗が風にさらわれて、体の熱が急にひいて、気が遠くなった。彼女はそのめまいの中に青空を見た。
　満子が目を覚ましたのは夕暮れだった。体はきれいに洗われていた。白い肌は、生気をとりもどしたが、彼女は親衛隊員たちの接吻がうずくのを感じた。疲れ切ったまぶたを、ゆっくりもちあげると、バルコニーの先端に親衛隊長が、蒼白い肉体をさらしていた。彼にとって満子はもうただの物にすぎなかった。
﹁孤独は純粋なナルシスムだ﹂
　親衛隊長は空に見入りながらつぶやいた。満子は熱気じみた疲れに服でも着ているようにまきつかれていたが、スカートをまくられて、裸のお尻に風があたるように、お尻に冷気を感じた。
﹁おれはもうあんな毒々しい混濁は飽きた。毒は、一回かぎりだ。一瞬の快楽だ。繰りかえせばもはや下らぬ慢性的快楽にすぎない。青空は永遠だ。夏にかい間見る空は清浄無垢だ。が、それは一瞬にすぎない。おれは悪と、毒の混沌を土台にこの上ない無垢をつくろう。絶対の矛盾が、矛盾のままにおれの強靭な存在を中心にして存在するように、しよう﹂
　満子は股が開かれて、冷たい愛撫におおわれていくのを感じた。
﹁やつらは、何という暗い日々をすごしていることか。満足を得られなければどうしようもない。驚くべき暗澹あんたんたる不幸な芸術家を、その作品を、尊敬するほど馬鹿なことはない。要するに──要することなんかできはしないのだ。すべてが無駄なくせに、すべてがかけがえのないものなのだ﹂
　彼らはどこかでさわぎが起こっているのをかすかに聞いた。

　逆上し、野蛮人と変じた仮面マラダーＳＥＸは、偉大な力をもって、この前線基地に飛びこんだ。エネルギーの暴発に身をまかせたマラダーは、幾人ものザコどもを男根でくしざしにし、ふみつぶした。
﹁待て。仮面マラダーＳＥＸよ、このギロチンザウルスさまが相手になってやる﹂
﹁ふん、きさまなどにかまっているひまはない﹂
﹁なに！　おれの力を見るがいい﹂
　ギロチンザウルスはまたたくまに、空中をおどろくべき変化をとげて飛び、オートバイを切断してしまった。
﹁きさまにこの攻撃がかわせるかな﹂
　ギロチンザウルスは再びとびあがった。
﹁マラダージャンプ！﹂
　マラダーもとびあがり、回転した。
　マラダーキックはかわされ、ギロチンザウルスのするどい刃は肩にくいこんだ。なおも執拗に攻撃してくるギロチンザウルスに、マラダーは組みついた。二人はそままとびあがった。仮面マラダーはギロチンザウルスの刃に背中をさんざん切りつけられたが、手をはなさなかった。
﹁マラダー逆落とし﹂
　二人は恐ろしい勢いで回転しながら地面に激突した。ギロチンザウルスは自らの刃で、体を切り裂かれていた。
﹁とどめだ。マラダーキック﹂
　仮面マラダーＳＥＸの男根はエネルギーを集中され光りながら膨張した。と一迅いちじんの黒い風が吹き、男根はするどい爪をくいこまされて止まった。
﹁来たな、イレーヌ﹂
　とギロチンザウルスは叫ぶと、息つく間もなく仮面マラダーＳＥＸの男根に切りつけた。
﹁ギヤッ！﹂
　ギロチンの刃は深くくいこみ血をふき出させたが、あまりにかたく膨張していたため、切断までにはいたらなかったのだ。と、この時、男根の先からは、輝くばかりに白い液が噴出し、ギロチンザウルスをとらえ、空中にもちあげた。
﹁それっ！﹂
　仮面マラダーＳＥＸは渾身の力をこめてイレーヌをふりはらうと、ギロチンザウルスの白い腹の亀裂めがけて、キックを放った。
　バキン！
　音とともに、内蔵されたジグザグマシンがこわれて火花が散った。
　ギロチンザウルスは、コウモリのように飛ぼうとしたがジグザグマシンがなかったため役に立たなかった。ギロチンザウルスは狂ったように回転し壁に激突して爆発した。
　と肩で息をついている仮面マラダーＳＥＸめがけてイレーヌが、後ろから襲いかかった。
﹁待っていたぞ、マラダーブリーカーだ﹂
　彼はすばやくイレーヌの背中に腕をまわすと、しめつけた。
﹁ええい、お放し。放せ！﹂
　イレーヌは翼を大荒れにばたつかせてもがいた。仮面マラダーＳＥＸはちょうど腰のあたりをしめつけていたので、イレーヌの足のつめは、彼の足のあたりしかくいこむことができなかった。
　イレーヌは彼の肩に手のさほどするどくもない爪をたてたが、マラダーは離さなかった。イレーヌは叫びながら身もだえし、苦悶し、翼に力をこめたので、マラダーと共に空中に飛びあがり、仮面マラダーを壁にぶつけた。
　が、腕の力が一瞬弱まっただけで、イレーヌは仮面マラダーＳＥＸの発射した精液を翼にうけて地に落ちた。
﹁ぬれた翼では飛ぶこともできまい﹂
　イレーヌはもがいた。
　豹のようにしなやかな体は汗にぬれ、赤くなった。イレーヌの体をつつんでいた豹の毛皮もずりおちて乳房をあらわにした。腰のところの豹の皮も仮面マラダーのうでに切断され、イレーヌの生身の体に腕が深くくいこんだ。イレーヌの下半身はしだいに力なえ、むらさき色に変わってきた。汗はもはや仮面マラダーＳＥＸの腕をすべらせることはなかった。
　イレーヌは乳房から白い液を発射した。それは腐食液で、彼の肩の傷口からしみこんで膿を流させた。イレーヌは仮面マラダーの顔をめがけて白い液を流したので彼は窒息しそうになった。
　ついにイレーヌは渾身の力をこめて股を開き足をもちあげて、仮面マラダーの背の傷にくいこませた。イレーヌは力をこめているつもりでも尻の筋肉はひきつり足には血がいかなくなっていたので、たいした威力も発揮しなかった。
　仮面マラダーＳＥＸは待ってましたとばかりに全エネルギーを男根に集中して膨張させた。仮面マラダーのうでの力が弱まったとたんイレーヌはさらに強く足の爪をくいこませたが、仮面マラダーＳＥＸの男根はすばらしい速度と力をもってイレーヌの陰門と処女膜をつきやぶり肉感的な身体をひきさきながらつき進んだ。膨張したため、ギロチンザウルスにやられた傷から血がふきだし、イレーヌの血とまじって流れた。イレーヌの肉体に深くつきささった男根は、最後の強力な膨張をとげ、イレーヌの体をまっ二つに引き裂いた。
﹁ギャーッ﹂
　イレーヌの最後の叫びとともに、あたりに血と肉がけしとんだ。

　仮面マラダーＳＥＸは休息の間もなく、がれきの山をのりこえて、廊下を走った。
﹁くそっ！　マラダーのやつめ。おれの改造人間を粉々にしちまいやがった﹂
　ロートレアモン伯爵は言った。
﹁なんだってやつはこんなに強いんだ。われわれの分析ではこれほど強くはなかっはずではないか﹂
﹁やつはいっそう強くなっているな。あれだけ戦ってもまだ衰えていないらしい﹂とブロッケン伯爵。
﹁信じられんことだが……﹂
　とこの時、廊下を一目散に駆けてきた血みどろの男根、仮面マラダーＳＥＸがぶつかった。
﹁うわっ、きさまはマラダー！﹂
　ブロッケン伯爵はとっとと逃げ出した。
　ロートレアモン伯爵は頭をふりふり言った。
﹁なんでおまえはそんなに強くなったんだ﹂
　仮面マラダーＳＥＸは鼻で笑いながらあざけるように、いらだたしげに言った。
﹁おれはな、昼間の方が強いんだ。さあ、満子はどこにいる。言ってもらおうか﹂
﹁知らんねえ。私は女に興味はないんでね﹂
﹁糞っ、うすらとぼけやがって﹂
　マラダーはロートレアモン伯爵につばを吐きかけたとたん妙にいらだたしくなって、意志にかまわず男根は、ロートレアモン伯爵を粉みじんに砕いてしまった。
　仮面マラダーＳＥＸが行ってしまったあと、壁のひびわれから這い出してきたブロッケン伯爵はロートレアモン伯爵の残骸を見た。それはまるでひっくりかえったゴミ箱のようにひどく錯乱していた。
　千以上の異臭がただよい、散らばっているのはガラスの破片、ちぎれた鉄骨、われた電球や、古本の数頁、ハサミの片方、いすの足、レンズのわれたメガネ、種々の鉱物、たとえば花崗岩、大理石、黄銅鉱、それに河原の石ころ、得体のしれない数々の機械の部品、象の足や、くじらの尾びれ、コウモリの死体、猫の頭蓋骨、などもあった。しおれた花や、虫くいの木の実、ブドウのつるなどもあった。あとはもう、いっぱい︱︱奇妙なものがころがっているばかりだった。
﹁ロートレアモン伯爵、ロートレアモン伯爵﹂
　ブロッケン伯爵は小声でよびかけた。と、くずはごそごそと動いて集まりロートレアモン伯爵になった。
﹁おれはこの求心球さえあればいいんだ。こいつは、そう、ブラックホールもどきの力であらゆるものを吸いつけ合成し、ロートレアモン伯爵をつくるのだ。すべてのものがこの求心球によって合成され、力を倍増させることができる﹂

　仮面マラダーＳＥＸは、ますます野獣的な力を爆発させ走った。
　壁を砕き、扉を破り、親衛隊員のところへ飛びこむと、あっという間にみな殺しにしてしまった。血は、ますます彼をふるいたたせたし、怒りは血をみて、激昂した。
　何より、親衛隊員たちは生身の人間だったのだ。
　仮面マラダーＳＥＸの、恐るべき生産的な力は傷口の細胞を増殖させ、ずんずんふさいでしまった。眼は稲妻のように満子を求めた。さまざまな姿せいで、ころがり死んでいる親衛隊員の死骸をのりこえて、ついにバルコニーに通じる扉を見つけた。
　仮面マラダーＳＥＸは見た。
　白い裸身を横たえている満子を。
　次の瞬間、彼はそこに立つ親衛隊長を見つけた。仮面マラダーＳＥＸは見さかいのない癇癪の境地にはこび去られた。
﹁行くぞ！﹂
　有無をいわさず駆けよったマラダーは肩口に鞭の一撃を喰らった。
　親衛隊長は、不敵に笑いながら、もう一本の、左手にもった鞭を仮面マラダーＳＥＸの首にまきつけた。再び、鞭は、マラダーを打った。首にまきついた鞭はなおも食い込みながら親衛隊長の近くへひきずられていった。マラダーは鞭をとろうと、首にまきつき、ぴんとはられた鞭を両手でもってひっぱった。と、隊長はたぐりよせた分をすばやくはなしてよろけさせ、両手首を、その鋼鉄の鞭で思いっきり打った。マラダーは鞭の一撃をよけようとしてはねたとたん満子の上にかさなってたおれた。彼の血が満子にしたたり、白い肌をそめた。と、彼は疲労が急におしよせてきて体の力ががくりとぬけるのを感じた。彼はそのまま満子の上にたおれふした。だが鞭は容赦なく、肉をひきさいた。鞭はまだ首に食い込んでいたので、窒息のかたわら彼はしばらく心地よい夢にただよっていた。だが、親衛隊長の鞭が、仮面をたたいたとたん、マラダーはジャンプした。親衛隊長が体せいをくずしたところに、仮面マラダーＳＥＸの男根が、腹に炸裂した。親衛隊長は声もたてずに絶命した。
　仮面マラダーＳＥＸは廃墟と化した基地から満子を抱いて去った。
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﹁畜生！　糞野郎め。基地をぶっこわしやがった﹂
　マゾヒストラーは叫んだ。
﹁なんたることだ。なんでやつは負けない。なくで執念深く生きていやがる。阿呆魔羅野郎め、親衛隊もみな殺しだ。隊長まで殺られた。この上ない前線基地が瓦礫の山と化したのだぞ。我々は断固として仮面マラダーＳＥＸを倒さねばならぬ。あの反乱分子をたたきわれ！　そうだ。もっと早く戦闘員を、強力なやつをつくれ！　やつの弱点を見つけ出せ。だがこの前のように、やつの弱点をつきながら、やつを強くさせてはならぬぞ﹂
　マゾヒストラーは発作的に話しつづけていたが、やっとひと息ついて、集まったものどもを見まわした。
﹁われわれには、いくらでも戦闘員がいるはずではないか、それも強力なやつが﹂
﹁しかしながら﹂とスカトロジスト元帥が言った。﹁いまだ、われらの組織はやつらを動かせるほど整ってはいないのです﹂
﹁何たることだ！﹂
﹁その上に﹂とロートレアモン伯爵。﹁われらは確かに生産的で、しかも強力やつを作れるのですが、それは病的で、狭く、民衆を少しずつ侵蝕するには力があっても、改造人間どうしの力では、仮面マラダーめにはるかに劣ることになりますならの相手は平凡で、堅くこげついている一般人、古くなって汚れ、こわばった皮ぶくろの人民、泥人形を沼にいたような民衆とであって、仮面マラダーではなかったのですから﹂
﹁われわれの身を守るか、それとも凡人どもを征服するかの選択にせまられているわけだ﹂
　とマゾヒストラーがいうと、おそばつき老元帥スカトロジストは答えた。
﹁数の上からいえば、われわれより民衆がはるかに多いわけで、仮面マラダーとわれらの比率より大きいかと﹂
﹁われらはまるで組織がなっていないが、一般人のやつらは、分裂しているが、どれも同じようにまとめられている。早くいえば常識という言葉に集約できるでしょうな﹂とハシシ大将軍。
﹁組織をかためるのはいいでしょう﹂とアンドロギュヌス大僧正。﹁しかしその前に何としても仮面マラダーめに対し、死とはいかないまでも、大きな打撃加えて力をそいでおかないと、先にわれわれ、下っの方はどうあれ、われわれ幹部のものがやられてしまいますからな﹂
﹁他にも幹部は多いでしょうが﹂とムーンダンディ少佐。﹁少しでも戦闘慣れした幹部がやられては、負けですな。組織を立て直して、民衆に力を集中し、性世界を革命することもできなくなるでしょうとも﹂
﹁うむ、われら不滅の幹部たちを呼ぼう。仮面マラダーを知らしめるのだ。仮面マラダー一人でもあらわれるということは、もっと多くの仮面マラダーＳＥＸが誕生するということだ。ショッカーにはあらゆる隠れた暗黒の族やからが流れこみ、集まってきておる。そこにはわれわれの知らぬ強力なものもいるだろう。ショッカーはいまだ混沌としているが、力を発揮しだしたら、仮面マラダーとてかないはすまい。やつが一人で悪戦苦闘しているうちに、地球上の人間が、われわれのものになっているわ。われわれは敗れながらも影響を拡大している﹂
﹁生まれ出でよ新しきもの！﹂
　ロートレアモン伯爵が叫んだ。
　幹部たちはひきさがり、新しいものをつくりはじめた。

　ブロッケン伯爵は自分の書斎へ帰ると分厚い、古い本をひろげて読み、考えた。ブロッケン伯爵はギロチンにかけられ、よみがえった男だ。伯爵家にはありとあらゆる怪奇なものが、ねむっている。うすぐらいコレクションを集めた物置で、ブロッケン伯爵は木棺には入ったミイラを見つけた。﹃詩人の血を吸いし人魚ねむる﹄と棺には書かれてあった。体はまるでミイラ化していたが、あかいウロコは、なおいっそう赤く輝いていた。ブロッケン伯爵は棺を実験室にはこんだ。そこには恐ろしく不可解な形をした実験器具がおいてあった。ブロッケン伯爵はデモーニッシュな形相でミイラをこねまわし、液体をかよわせ、きりさき、つけくわえ、自らの血と同じ、緑色の濁った血を入れさえした。
﹁古きものよ、新しき世によみがえれ﹂
　ブロッケン伯爵はおどろしい形相の美しい人魚を一匹得たのだった。

　ハシシ大将軍は麻薬の力で、三日三晩の苦闘のあと一つの完璧な女神を生み出した。あらゆる物に、一瞬にして変化することができるのだった。

　ロートレアモン伯爵は、鉛筆削りとヴィーナスの胸像、メガネとスカート、電動ノコギリとサンダル、その他ゴミ箱と、学校と、養豚場から拾い集めてきた物で、マルドロールをつくりあげた。ロートレアモン伯爵は、自らの求心球の重力をマルドロールにあたえてしまったので、顔からすっかり生気がぬけ、どす黒くなってしまい、表情さえ見わけられなかった。

　スカトロジスト元帥は七日目には休んだものの、糞をさんざんこねまわし、のみこみ、排泄し、そうやって何度も精製した糞で、自分に似せたものをつくりあげた。

﹁なぜわれわれがいつも負けるかというと、それは仮面マラダーＳＥＸの男根のせいなのですな。やつは形而下けいじかのもの︱︱なぜならもっとも現実的なやつですから︱︱われわれの形而上的空想の産物である人造人間を倒すことはできないはずなのです。ところがやつの歓喜のエネルギーはあの男根で形而下と、形而上を貫いてしまうのですよ﹂
　とマゾヒストラーが呼んだ大幹部カルデロンが言った。
﹁やつを倒すには、やつと全然違ったものか、あるいはそっくりでやつより力が上のものか、どちらかを使うよりありますまい﹂
　かくして強力な戦闘員たちが、次々につくられていった。

﹁あしゅら男爵、おまえはいったい何をしているのだ﹂
　アンドロギュヌス大僧正は言った。
﹁わたくしは﹂あしゅら男爵は答えた。﹁いい気になっておのれの力を過信しているわけではございません。それに大僧正、あなたはご存知ではありませんか。どこからでてきた化物かわからないブロッケンめと違って、わたくしは由緒正しいイタリア貴族︱︱あなた様たった一人にしかお仕えしておりません。ブロッケンめtのように、後ろ暗いところはございません﹂
﹁ブロッケン伯爵のことはもうよい。おまえはマラダーに対して何か策をたてているのかと聞いておるのだ﹂
﹁ただやみくもに、自らの趣味に毒された怪物をつくっても、マラダーには勝てません。わたくしは、研究し、解明し、その上で創り戦うために、考えているのです。我々はそうした野蛮な戦いのみを求めているわけではありますまい。もっと深く、やつの精神にかかわりあうところまで、この戦いを深めなければならないのです。そうすれば、われわれが、人類を征服する時にも大いに役だちましょう﹂
﹁うむ。しかし思想だけでは、どうしようもないということだけは、心に銘じておけよ﹂
﹁承知いたしました﹂

　大幹部で、しかも大科学者であるため、グレート・カルデロンと呼ばれている化け物は確かに体も大きかった。悪魔のように不気味に醜く不健康にひしゃげた顔は、地上から二メートルもはなれた所にあったし、時にはその顔が隠れるほど、腹は大きく肥満していた。そのため、短いとさえ見える手足は、恐ろしい馬力で、あらゆるものを破壊しつくすことができたし、強力無比な改造人間をつくることができた。
﹁私は人間あるいは動物どもの持つ力を増大させる。あるところを鍛え、誇張し、巨大化させ、強くする。マラダーの武器もその一つだ。やつの力は武器だけによっているのではないが、やつの武器を封じるためには、反対に力を増大させた女が必要なのだ。やつの力はそこで消え去る。その女にとどめをさす力はないが、その時は我々がでていって、とどめをさしてやればいい﹂
　マゾヒストラーとカルデロンは見つけ出すための旅にでたのであった。
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　それは海のほとりの、ある王国であった。
　小高い丘の上の街はずれからは海を見わたすことができた。が、街の中心部は、そこからゆるやかな傾斜となって続いてゆく盆地にあった。後ろはゆるやかな緑のまぶしい山々がつらなっていた。街はそれほど家は建てこんでいず、一軒一軒はそれぞれに古風な趣をたたえていた。街には明るい光が満ちていたし、散歩するには絶好の後ろの山や丘のあたりにはなおのこと、自然の官能的ほどの光がそそいでいた。これを見る人々は黄金色の郷愁、たとえようもない幼児期への感傷をも感じるに違いなかった。ここには、一点のけがれもない初々しい、目もくらむ青春の彼方の、無邪気な夢がひそんでいるのである。
　ここはショッカーの貴族ロリータが支配している王国であった。野蛮、貪欲、姦悪、かつ卑しい、むさくるしい男は、ここには一人としていなかった。住んでいるものといえば女︱︱それも、唯一の女性ロリータのような女性が住んでいるのだ。
　ロリータはたとえ彼女が何歳であったにしろ永遠に少女なのであった。確かにロリータの身体は丸みをおびて、とろけるような美しさをこぼしていたが、乳房はあるかなきかの初々しくやわなものだったし、脂肪もベタベタついていなかった。お尻は小さくまるく、そこから流れでている脚も、体全体も華奢で、発育のおくれた十二、三歳の少女の体をもっていた。それは餓鬼っぽい汚ならしさ、いやらしさではなく、かといって脂身のように成熟したり、しかかったりしている女ではなかった。それはこの上ない空白であり、限りなく透明な青だ。あらゆる俗語で書かれた恋愛小説とポルノグラフィではない、しかも安易な少年少女向け物語にもでてこない、この上なくすばらしい生命感あふれる種類の漫画にもでてこない、空白のような光につつまれている、言葉にあらわしえないものなのだ。
　朝、本号猛と満子は、ロリータの町の後ろの森へ出かけた。青々とした草はしずくをたっぷり吸いこんで輝いている。二人は小径こみちを伝って長い間歩きまわった。どのくらい時間がたったのか、まるでわからない。森がおおっているため太陽は見えないし、そこには、この世のものとは思われない暗いようでいて、澄み切った、青く、それでいて少しの陰湿さもない光がはりつめていた。
　二人はただ理由もなしに、小径のわきの茂みに身をふせた。緑の葉のすきまから、よく見わたせる小径に、人が来たのがわかった。それは小さな、十二歳以上にはならないだろうと思われる少女であった。彼女──アリスは、金色の髪を肩までたらし、軽やかな服を着て現われた。まったく無言で、その表情は、この世のものとは思われない憂鬱に深く結晶していた。アリスは、輝く緑の小径をゆっくり歩いていたが、突然、道のまん中で立ちどまり、依然、メランコリアの無表情のまま、スカートをまくりあげた。光が、やさしく太腿のあたりに陰影をつくり、まっ白いパンティをつけた小さなお尻からくる、ふくらとした曲線をささえた。二人の所からは、アリスの後ろ姿しか見えなかったが、アリスが、無表情なままであることは、透けたようにありありと見えるのだった。アリスはスカートをまくったままパンティを脱いだ。白くひきしまって初々しいお尻を風と、光にさらしながら、つっ立ったままでいた。また、そのまま、お尻が緑の草にかすかに触れるくらいに、しゃがんだ。お尻には、光が、まばゆく輪郭をとり、影が、曲線の上のヴォリュームを浮きたたせていた。アリスのメランコリアは光をたたえ、緑に反映し、手は思いがけなく動いて、金の髪をくしけずった。瞳はメランコリアを青く結晶させたまま、緑をうつし、小さなお尻は草の上に軽やかにのせられた。華奢なのばした脚を、草がくすぐった。少し動くとスカートはふんわりと裸の尻をおおった。アリスが、ひょいと脚を曲げると、かかとが、やわらかにお尻にめりこんだ。アリスはスカートをおろし、下半身を裸にしたまま、森に駆けこんだ。ガサガサと、下草や、灌木かんぼくの枝をかきわける音が、それらが、アリスの裸の肌をこする音が聞こえた。アリスは、スカートとパンティを草の上にのこしたまま、いつまでももどってこなかった。
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　あの奇妙な出来事があってから、本号猛は、まるで力が抜けてしまった。この平和な魔力を持つ小妖精ニンフェットの王国に憑かれてしまったのだった。
　変態を憎み、ひたすら健康を求めるはずの仮面マラダーＳＥＸは、生き生きとした緑にも、小川にも、街にもやさしく漂っている小妖精の魅力にまいってしまい、偏執と言えるほどの恋心をもって、一日中ロリートピアをさまよった。
　朝、水浴する少女を見つけては、木陰からうかがった。光がきらめき、芳香となってたちのぼる。少女たちの肉体から、発する初々しい感触は透明な酒精アルコールとなってめまいの中に彼をしずめた。
　また、突如、森の中から軽やかに、あらわれる少女！──彼は神秘的な刺激に撃たれて立ちすくむ。
　彼は一日中、少女たちの柔らかな体に思いを秘めながら歩いた。空を見ればそこにニンフェットの美しく、しどけない姿が見えた。彼は時として叫ぶのだった。
﹁ああ、これこそ夏だ。初恋の思いに満ちた不可思議な夏だ。少女たちが夏なのだ。少女の王国が夏なのだ。彼女たちはなんという魅力をもっていることか。そうだ。おれがかつて幼かったころ、この上なく幸せだった一時期は、彼女らに恋していたからではなかったのか……﹂
　が、彼は嘆くばかりで、彼女らを抱こうともしなかった。彼女らは少女だ。女であって、女ではない。少女は女以上の女、男以上の女であり、男の手の中に入る女だ。しかも、透明と青によって、絶対に、一体化しない女なのだ。
　水浴する少女たちを見ていると、水面から発せられた光のヴェールに、彼女たちひきしまったお尻が映し出される。彼は光の粒子のなめらかで、ざらざらした感触に、少女たちの女を見た。森の木々は、彼女らの緑色の髪、感触だけの髪で、彼をくすぐる。草はまた彼女らを形づくり、初々しい生命をまざまざと見せてくれる。
　彼の目は見ていた。幻想の中の真実を。少女たちを。すると森の中から、アリスが、下半身を裸のままに現れた。彼は感激にうたれたように立ちすくみ、エネルギーは、戦慄的に血管をめぐり、肉をふるわせながら、彼を変身させた。
　男根は幻をまさぐり、光り輝きながらエネルギーを発散させた。男根はアリスの処女にしめつけられ、幻想の媚薬をそそぎこまれたのだった。彼は幻にあえぎ、力を浪費し、肉体は倒れながらも、自らの頭の中の幻想の中で動いていた。そそり立つ男根のきらめく頂から、銀のしずくがしたたりおち、彼を埋めた。強力な精子はわが身を鞭打ち傷つけた。彼はニンフェットの心地よい肉体におしつぶされたような気がして、めまいのうちに、深いねむりにおちいってしまった。
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　ロリートピアは、まるでモザイクのように、細かく組み立てられていた。流麗に、豪奢に、しかし、壮大な華美にはいたらず、輝くばかりに、道は家と結合し、宮殿につづいていた。はずまんばかりの肉体を、衣服につつんだ少女たちを見得るものは、たった一人の男たちだけであった。ロリートピアに住む資格と力のある男は、いつもたった一人で少女たちと戯れ、恍惚境に遊んだのである。その他は何もなかった。唯一の男たちは、少女たちを、ロリートピアの空想と現実を、絶大なる中心球として、思考し生活するのだった。夜と昼はとけあい、思考と、現実を貫く歓喜が、めくるめく憂鬱と、疲労さえ、歓喜のひとつとなりながら、無限の反復を、永遠の歓喜に結合させているのであった。
　かつて仮面マラダーＳＥＸが、仮面マラダーＳＥＸのままに、これほど幸福であったことがあろうか。満子も、ここで、自分の初々しく、かつ歓びと美しさそのものが傲慢そうに輝いている肉体をとりもどした。かつても、今も、永遠の処女であるかのような肉体、しかも見られることによって、永遠に、娼婦であるかのような肉体をとりもどした。
　満子は幾つもの浴場がつながっている大浴場を進んでいった。第一の浴場で、水で肉体をうるおし、たわむれながら着がえる。次の部屋に進むと満子はその浴着を脱ぎすてる。こうして彼女は変身する。
　仮面マラダーＳＥＸは巨大な歓喜の光のうずの中に、ロリートピアを透視した。満子の美しい肉体を透視した。透視によって、透明な光のうずに映しだされた、他人には見ることのできない満子の肉体はなおさら美しい。唯一の男たちにとって、女たちよりも、恍惚境だ。女たちは男よりも、幸福なのだ。仮面マラダーＳＥＸには、なおのこと、満子の肉体に、しぶきが、七色にきらめく。冷たい紺碧こんぺきの朝の海をも、春のなまめかしいそよ風も、初々しい葉っぱも、清烈な天空も、いともやさしく透視できた。自分自身も、透明な、全世界となる。彼はもはや本号猛ではなかった。永遠不滅の、普遍の、仮面マラダーＳＥＸそのものであった。それ以外の何ものでもなかった。あらゆる思考の混乱も、すべてが歓喜に変わっていった。錯乱の一つが歓喜にてらされて白熱すると、それはもはや歓喜以外の何ものでもない。
　なんと美しく、なつかしいことよ──
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　──アリスは、仮面マラダーＳＥＸの輝ける精子に埋まって横たわっていた。が、仮面マラダーＳＥＸの恐ろしい威力をもつ精子は、アリスの体を鞭うち、細胞と結合して、変化させた。アリスの細胞は増殖し、ふくれあがり、アリスの体をしだいに巨大化させていった。
　アリスは悶え、苦しみながら、太腿を、乳房を、尻を太らせていった。つややかな肌は脂ぎり、しわは深くめりこんで、あまった肉がたれさがった。眼はぎらぎらと輝き、次第に白目を向いていった。細い指は空をつかみながらむっちりとした白い指と変じた。アリスの巨大化は、老化をともない、スピードを速めた。色はあさぐろくなり、肌はよごれ、肉はとびだし、もはやもとの形をとどめぬまま二十メートルを越え、はるかに大きくなっていった。
　ついに、黒く汚れた、精子とアリスの塔は、邪悪な脂ではちきれ、頂から崩れおちた。
　巨大な体液の洪水は、仮面マラダーＳＥＸの横たわる土地を残して、一瞬にして、森を沼地に変じた。その一瞬、仮面マラダーＳＥＸは、冷たく湿った森の中の、なまめかしい沼地に、白い絹のくもの巣がはりわたされるのを見た。体液は大地を呑みこみながら、音をも吸いこんでおしよせ、またたくまにロリートピアを埋めつくした。
　仮面マラダーＳＥＸはうずまく泥の洪水の中に、あの前線基地の、親衛隊長と戦った谷間の、乳をときながしたような空の幻をかいま見た。
　そして空は彼の上に落ちかかり、眠りが暗幕を閉じた。
　仮面マラダーＳＥＸは、惜別の涙と共に目覚めると立ちあがり、歩いていった。
　カルデロンは、マゾヒストラーに、一言もらした。
﹁我らのユートピアが一つ滅びた﹂
　と。
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　ショッカーの戦いは、まず破壊であった。放蕩児メルモスや、マルドロールは、ただ破壊と、殺戮しか残さなかった。放蕩児メルモスの快楽は、強すぎて死しか、呼ばないのだった。
　ロートレアモン伯爵は、ついに老衰して死んだ。遺児マルドロールにすべてをつぎこんでしまったからだ。マルドロールは、ロートレアモン伯爵によって求心球をあたえられていたので、あらゆる力をおのれのものとすることができた。
　カルデロンはマゾヒストラーに言った。
﹁仮面マラダーＳＥＸめは、ロリートピアの消滅にさいして、力をつかいはたしております。さらには、満子をも、自らの力のため、失っております。したがって、やつはもう力を持たず、その上、補給もきかないわけであります。少なくとも、以前のような力はもたないはずです﹂
﹁戦闘員どもを、即刻、集めろ。仮面マラダーを追え﹂
　マゾヒストラーは命令を下した。ハシシの女神が、吸血人魚が、仮面マラダーを追った。マルドロールが、空を切り、メルモスが、地底深くから地ひびきをたてて向かった。ブロッケン伯爵が霧と共に歩いていった。あしゅら男爵が美しい身体を運んでいった。スカトロジスト元帥は糞人形ゴーレムをつれて。頽廃と快楽と、倒錯と死をみちづれに。
　力なき仮面マラダーＳＥＸは、もはや暗黒と化した大地に身をよこたえて、懐疑に身をひきちぎらせて空しい夢を見た。惜別の涙は夢の中に流れこみ、あふれでて、現実をおおった。力を失った仮面マラダーは、肉体をとろけさすロマンチシスムに毒されて死にかかっていた。戦いが必要なのだ。
﹁おれは今こそ自由になった。懐疑の力を流しこみ、おれは黒金くろがねの槍でやつらを破壊しつくしてくれる。もはやおれは自由なのだ﹂
　彼らの狂気は地に流れ、混乱はさらにひろがった。大地はアリ地獄のようにうずをまいた。
﹁天のラッパは吹きならされる。はがねがはちきれるように。さあ、最後の審判だ。俗人どもをぶちのめせ﹂
　ショッカーの生き残りどもは、歌いつつ行進した。
　世の中に出た下っぱどもは逆に常識の毒にやられて、いみもなく女を犯し、殺し、男色をかさね、嫌気をふりまいた。
　ショッカーと世の中はもろともに頽廃しようとしていた。幹部どもはもはや戦いに夢中で、あるいはおのれの快楽をおうばかりで、組織は危機にひんしていた。マゾヒストラーが連絡をとろうにも、下っぱは、かってに荒れ狂い、殺されていた。幹部はいたずらに行進し、仮面マラダーは見つからなかった。
　仮面マラダーＳＥＸ隠れて、次第にショッカーを殺していった。血まみれの仮面マラダーは立ちあがり、かつてない力で戦いをいどんできたのだった。
　あしゅら男爵のつくりあげた放蕩児メルモスは、もはや創造主の力を上まわるほどに強靭な精神と魔術的な肉体をもって、世人を魅了し、殺戮した。両性具有者ヘルマフロディットあしゅらは、メルモスト交わり、この上ない快楽をえた。
﹁もはや、この貴族的な生物に勝ちうるものはいないだろう。永遠に地底をさまようメルモスに﹂

﹁うむ、どうしたらいいのか。親衛隊なき今、信用できる部下はいない。首領があいつらをよみがえらせてくれるのはいつのことだろうか。かりあつめた、常識的な、変態どもではだめだ。やつらは正常人というやつら変わっていない。ただの、つまらぬ犯罪者にすぎぬ。いったいわれわれはどうしたらいいのか。もはや我々の高みにあると、集団はをなさんのか。いや組織の中でのオナニスム──それは孤独にかなうべくもないだろう──しかし夢を現実にする力はわれわれがもっている──夢は首領があたえてくれる。われわれは肉体であり、力なのだ。魔術的な精神と強靭な肉体だ。──いやまさにわれわれは魔術的な精神と強靭な肉体をも持っている。ショッカーは精神の一部、肉体の一部なのだ。ならば滅ぶべくもないだろう。私は見ているとしよう﹂
　マゾヒストラーはひとりごちる。
﹁やつは幸福を背おっている。われわれにあるのは、不幸だ。不幸にこそ恍惚が、歓喜が、陶酔がつきまとう。われわれは惜別の涙をそそぐとき、幻視する。すると身をそぐ不幸は幸福を越えて恍惚に達する。なんとわれらショッカーは正統的であることか。われわれは人類不滅の正統的な存在だからわれわれを滅ぼすには人類を滅ぼさなければならない。われわれは宗教だ。肉体として行動をも持っている。われわれは人類を変えようとしているのではなかったのか。確かにそうだ。欲望は欲望に回帰する。確かに人類は変わる。しかし人類にすぎない。われわれを滅ぼすには、そうさな、こいつを仮面マラダーＳＥＸは知っているだろうか。やつはわれわれを滅ぼすために、こう叫ばねばならない。人類よ滅びよ──と。やつはみんなに声をかけているつもりでも、こう、おのれに声をかける。人類を滅ぼせ。人間以外の生物となれ。人類が滅びなければ、われわれは生き残れないだろう。われわれが生き残らないということは、この世界が滅びる。人類のみを殺せ。種属を滅ぼし、個々よ、生きろ。人間よ死んで生きろ。人間を生きながら殺せ﹂
　マゾヒストラーは、おのれの口を借りて、何ものかが、話しているのを感じ、
﹁首領よ、汝なんじに身をまかせる﹂
　と言った。
﹁われわれも、もしかすると自滅のために戦っているのかも知れない。われわれは政治的でない。まさしく宗教に似ている。宗教も政治であり、政治も宗教である。とすれば──もはや区別はつかない。何もない。我々とやつは不可能に戦っているのだ﹂
　マゾヒストラーは首領が去ってゆくのを感じながら、やっとのことでつけくわえた。
﹁マゾヒスムは自己を変える力であり、サディスムは他を変える力だ。両極は、同時に存在する。われわれは変革の力なのだ……………﹂
　マゾヒストラーは力つきて倒れた。あとにはもはや、残酷な、不可能との遊び──悲惨な戦いしかなかった。
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　ショッカーの愚連隊は──よもやそれが、新しき創造の前の破壊であるにしろ、自滅的な白く濁ったナメクジの這い跡を大地に残して、親衛隊のかわりとなった。
　仮面マラダーＳＥＸの、力の恐慌は、ショッカーの組織を突き崩しつつこうした茎をはりまわすに至った。これら退屈な性の機械人形どもは、マゾヒストラーにさえ満足できない退屈をも売り歩いた。ナメクジの白い汁跡は、網の目のように、大地をおおっていった。次第に細かく。しかしそれらはまた自ら衰亡していった。仮面マラダーＳＥＸの鞭に拍車をかけられながら。
　仮面マラダーとショッカーの形而上派のあせりが、きゃつらを自滅の袋小路に追いつめた。
　──仮面マラダーＳＥＸは、異国的とまでになった森に休んでいた。彼は目を覚まして、音のする方に目を向けた。そこには邪悪なショッカーの一員とも見える、七歳の少年が、あられもなく、とり乱した十二歳の処女を犯していたのであった。まるで少女はさいみん術にかけられたように、苦しみ、恐怖しながらも、恍惚として、抵抗のあともきえていた。七歳の少年のたいして力強くもないうでが、少女の股をおしひろげ、おのれの陰茎をおしこんでいた。仮面マラダーＳＥＸの頭からはこの時、すべての時の観念がふっとんだ。彼は鋼鉄の筋肉をもった炎の意志によって戦いにつっぱしった。光り輝く光球となった狂気の意志が、暗闇の中を、幻影の尾をひいて、つっぱしるように、仮面騎士ＳＥＸは、赤い眼を暗黒に投げかけ、戦いの暗黒の眼差しのみを獲得して、燃える彗星のように、生命をもち白熱した怪物、絢爛と、めくるめく速さで細胞液を放つ、脳髄の化物、さながら流星のように、ひたはしった。汚穢おえの黒い密林を、黒々と隆起した筋肉で、なぎたおし、白い樹肉をあらわにしふみつぶした。瘴気をつききり、からまる腐った蔓つるを切りほどいた。腐食土製の贋の大地をふみぬいた。密林の黒い葉々はたおれるとからみあい、音をたてた。
　突然、上から音もなくから忍びよった爪が、仮面騎士の肩にくいこんだ。マルドロール︱︱吸盤のついた鷹の、巨大な翼、そして、そこについた巨大な黒々とした爪、巨大な、邪悪な軟体動物、汚穢の密林にすむ鳥──マルドロールの吸盤は彼をぎりぎりしめつけた──もはや仮面マラダーＳＥＸに言葉は存在しない、もはや何の音も。視覚さえも、すべて暗黒をひたはしる狂気の意志があるだけだった。
　彼は筋肉質の腕をぐいとのばしてマルドロールをつかんだ。翼をひきさくように力をこめた。反動で、肩にくいこんだ爪から血と肉が、けしとんだ。するどい叫びをあげながらマルドロールはマラダーともども落ちた。──汚穢の密林に生息する狂気を喰らう獏ばくマルドロール。──おれはおまえらの狂気を喰って生長する。マルドロールは、ドラゴンの三本の尾を仮面マラダーに巻きつけながら呟いた。と仮面マラダーは、マルドロールをなぐりつけた。羽毛がとびちり、肉離れの音が聞こえた。
　ギャーッ、ギャーッーとつぶれた声をあげて、マルドロールは飛びあがった。仮面マラダーをまきつけたまま──
　仮面騎士は黒い腕を伸ばし、渾身の力をこめて吸盤のついた翼を根もとからひきさこうとした。ギリギリと鋼をたわめる音がした。ドラゴンの尾は、筋肉をなおいっそうしめつけ、血をにじみ出させた。仮面マラダーのごつごつした指は黒光りする爪ごと翼の筋肉に喰いこんでいたが、マルドロールは落ちる気配を見せなかった。毒気をもった赤い舌が、ちろちろと、マラダーをなめた。仮面騎士は、おのれの槍を、黒々と、マルドロールの腹にぶつけた。なんどもつきさした。筋肉のひしゃげる音がして、汚穢の森の沼に、マルドロールは、墜落した。二つの塊はもろともに、泡をはきながら沈んでいった。濁った泥が、体にまとわりつき、視覚をくるわせた。マルドロールはうろこをガチャガチャならしながら泳いだ。しかし仮面騎士が翼を後ろから締めつけているのと、沼の藻や、草がからむため、しだいに底の泥にもぐりこみつつあった。窒息の泥濘でいねいにあえぎつつ、緑の藻の撹乱に視界をうばわれて、マルドロールは苦しんだ。仮面マラダーＳＥＸは影のように、マルドロールを衰弱させた。
　しかし、その時、沼の底の岩盤をつたってくるような、朗々とした、ぞっとするような男の声がひびいてきた。さながらそれは地獄の鐘、地底の教会のバリトン、暗黒の、永遠の、孤身の、地底の魔人、放蕩児メルモスの歌だった。
　異様な、氷のような、蒼白い硬直が彼らをおそい、立ちつくした──いや泥に埋まったまま、血管を硬くして、動かなくなった。と、放蕩児メルモスの巨大な腕が、仮面騎士をマルドロールからひきはなした。
　アオミドロと、泥をからませて、仮面マラダーＳＥＸは立ちあがった。放蕩児メルモスは誰の眼にも見えない。暗黒の地底そのものなのだ。その恐ろしい視線にあたったものはそのまま黒土と化して、メルモスのうずに吸いこまれてしまう。
　メルモスの黒い蛇のような髪の毛がザワザワ音をたてていた。











　仮面騎士の狂気の暗黒、空白の眼は、見えないが、メルモスのありかを知っていた。
　さながらメデューサの兄妹でもあるかのように立ちつくすメルモスは、鐘の音をひびかせていた。
　暗黒の地底は仮面騎士におそいかかった。
　メルモスはマラダーの背骨をギシギシ折りながら高くさしあげた。仮面マラダーＳＥＸはすかさず筋肉をはりつめてはじきかえした。
　しかし放蕩児メルモスの視線をあびるものは、さながら魚となったキリストのように蒼く硬直する。仮面マラダーＳＥＸはうめきをあげた。
　暗黒の地底はたえず、彼をなぐりつづけた。筋肉はきしみ、血のしみた汗がとめどなく流れた。
　仮面騎士ＳＥＸは精液を竜巻のようにたたきつけた。
　メルモスの肉体は地底の宮殿のように解体しはじめた。精子は肉と地底を分離させ、メルモスは肉体化していた。
　そして仮面マラダーＳＥＸはその大いなる男根をメルモスの肉体のまん中につきさした。見えない血がほとばしり、メルモスの肉体は泥沼にくずれ去った。しかしメルモスは滅びない。永遠なる地底の王、放蕩児メルモスは。
　この時、森と沼の境で、裸で水浴していた少女はメルモスの視線をあびた。眼を見開いたまま、肉体は青白く透きとおり、彼女はメルモスの地底にさらわれた。
　草の上に横たわるのは、蒼白い肉体の幻像、もぬけの殻の幽霊だった。少女の水浴する肉体は動きもしないで、そこにあった。しかし腐りもしないで。
　アーク燈のきらめきが、仮面騎士の肉体からこぼれた。空白の眼が、黄色い光の汗を噴出した。桃色とオレンジに、奇妙に照りはえる黄昏が、緑色の霧さえあたりにただよわせた。
　しだいに暗くなる夕暮れの闇の一点から、赤い灯が、近づいてくる。
　見えない紫の宿命の糸をはりながら、ふわりふわりと、ときどき光る息をはきながら、蜘蛛のように近づいてくる人魚姫︱︱。
　そしてその時、形而上派の冷たく青黒い肉体を、魚の腹のように、また背のように、青緑に冷たく光る甲冑でよろった騎士がやってくるのが感じられた。
　宿命の愛の糸を仮面騎士の肉体にまきつけて人魚姫はよりそった。天上の紫の匂いが、仮面騎士の精神を星に縛りつけているはずだった。彼女はその白い乳房をおしつけてこの堅い肉体をとかそうとした。赤いうろこを近づけて血を吸い、力萎えさせたしまおうとした。
　彼女が、やさしく体を近づけていった時、仮面騎士の背中を青い戦慄が走った。
　冷たい青緑の甲冑が近づいてくるのを感じて、眼は紫の火花を放電した。
　と仮面騎士の爪は人魚姫の背中をまっ二つに引き裂いた。鮮血がほとばしり、人魚姫は乳房をかきむしって苦しんだ。
　すかさず、仮面騎士の男根は、人魚姫を串刺しにしていた。
　そこに、青黒い騎士は人魚姫の恋人でもあるかのように無表情に立ちあらわれた。串刺しにされた人魚姫の鮮血が、沼の濁った水を澄ませつつひろがった。兜の下の表情はわからない。
　青黒い形而上派の騎士は愛の騎士なのか、記憶の騎士なのか。
　何ものの変装なのだ。
　青黒い騎士は、黒光りする槍を持ちあげると仮面騎士に投げつけた。それは仮面騎士の筋肉深くつきささった。血は出なかった。
　仮面騎士は眠りつづけた。肉体と精神のゆえなき高揚のまま、青黒い夜に下りていった。



　夜は沼をおおっていた。夜は沼にもときながされて、黒い森も液化した。形而上派の青黒い騎士は夜の騎士でもあったのか。仮面騎士は眠った。青く、硬直し、夜の中に目覚めたまま眠った。色の変貌は肉体に見えない変貌をおこさせた。
　うす青い夢の霧のスクリーンに、透きとおった夢を見た。
　立ち現れたのは透きとおる衣をつけた女。女神ではなかった。夢の肉体をもった女。衣ずれの音はやさしく、それはまさに物質として、夢の現実の物質として、仮面騎士の感覚にひびいていた。夜。青黒いドラゴンの尾。仮面騎士は眠った。
　夜。黒い海が、呑みこむ。波頭、泡、渦、流砂と交わり、黒く乾燥した岩と共に崩れる。夜。ドラゴンの尾は物質化したアルコールになる。
　そして少女の肉体も蒼白く透きとおるアルコールになる。夜の青黒い格子が、風景にさえも降ろされる。
　彼はこの時、昂揚した旗を高くかかげた。血管が青く透きとおる黒い旗を。筋肉は幻のように力強く息づいた。数々の記憶が、現実と夢が、夢のアルコールとなって、血管をふくれあがらせ、幻の肉体を満たし、はかりしれない昂揚のまま、暗黒にとびこむ。するとすべては蒼褪あおざめ、夜となり、愛となる。
　再びきらめきが、白い肉体をかいま見せる。冬にこそ、夏はある。すべてがなくなり、彼は立ちあがった。仮面騎士はＳとＸが結合したＸ（未知数）だ。自由と愛が反撥を通して結びついた時、Ｘは立ちあがる。新しいきらめきとなって。Ｘはもはや太陽と同じだ。光が差しこむ。この時、光は視力だ。Ｘはもはやその残酷な力を手中におさめた。──（Ｘは主観性と客観性を合一させて立ちあがる）──眼ざめの叫びをあげて、仮面マラダーＳＥＸはその青く黒く張りつめた肉体を起こした。
　人魚姫の死体をふりはらうと──凍りついた汗をはらい、──彼は夜霧をかいた──草をふみちぎり沼の水をけあげて走った。
　汚穢の密林を切りさき進むとき、朝の白い光は後光となって背中からほとばしった。森林は見えない強烈な渦巻にすいこまれ、飛びあがり、踊り、回転して、落ちる時にはもう白い灰になっていた。仮面マラダーの鋭敏な感覚は、光のレーダーで、やつらの居所をとらえていた。肉体はふるえていた。そのたびに力の凝固した宝石がとびちるのだった。──行くぞ！　彼はエネルギーの渦巻のまっただ中にいた。時間がない。速く、もっと速くいかねばならない。
　ついに灼熱のエネルギーの先端が、ショッカーの愚連隊のいる場所に達した。ザコどもは一瞬にして燃えつきた。スカトロジスト・スカトロジア元帥は、糞の甲冑が熱くなり、身をこがして苦しんだ。──人魚姫が、殺られたのを知ったブロッケン伯爵は自分で戦うことを決意した。
　──ゴーレム、ゴーレム！　スカトロジスト元帥は叫んだ。
　と、ゴーレムと同時に、仮面マラダーが、すばらしいスピードでつっこんできた。そしてそのままゴーレムに激突した。仮面マラダーはエネルギーの尾をひいて、森林をふっとばしながら高くジャンプし、青空の青を奪い、回転しながら、倒れているゴーレムめがけて落ちてきた。仮面マラダーの回転によって生じた宇宙圏コスモゾーンに、ゴーレムの巨大な体はもちあげられ、吸いよせられた。
　次の瞬間、ゴーレムの岩石の体は閃く男根に刺しぬかれて、轟音をたててくだけちった。
　エネルギーと共にたたきつけられる、糞は、もはや硬い鉱石に変化していた。流星の冷たく燃えて落ちてくる破片は、スカトロジスト元帥の甲冑と、肉体をつらぬいた。恐ろしい苦悶の叫びと、黒々とした血が、数十もにふえた口々からほとばしった。噴水のようにふきあげられ、大地を汚し、スカトロジスト元帥はころげまわった。
　この時森の奥から滝に姿を変じた女神があらわれた。汚穢の密林の尾をひいて、夢の想像力の女神が、夜の毒を吐きながら。
　仮面マラダーはふりむいた。思考は、光となって、森を刺しぬいた。螺旋を描いて飛んでゆく視力の光の微粒子に、滝は砕けたようにかききえた。
　突如、頭上から、太陽の力をさえぎり、地上の空き地に暗黒を生ぜしめ、その仮面マラダーのまわりの光の空間に、汚穢の密林から暗黒を吸いあげながら、巨大な岩が落下してきた。重力は変化し、光は混乱し、仮面マラダーは平衡を失って空中でよろけた。光は乱反射し、虹色に錯乱し、岩石の底が宝石のモザイクのように光り輝いて、宇宙圏コスモゾーンはおしつぶされた。
　仮面マラダーは再び見た。──満子の眼が見開かれるのを。──その肉体が妖精のように美しく変身するのを。仮面マラダーの眼から火花が飛び散った。乱反射は、吸い込まれるようにそこだけかき消え、森のあたりを昇華していた。
　瞬間のまま時間は停止し、至上の青が、暗黒を呑みこんだ。その時重力と光が結合し、針のようにいっせいに上に向かった。
　乱反射の光たちが、その勢いにひきよせられて集中した。と巨大な岩石は、乱反射の中に女神の姿をあらわにし、体をおおった絹のヴェールをまくりあげ、ひきやぶり、ひとりの少女の肉体をあらわにした。
　ハシシ大将軍の欲望が、希望が、夢が、つくりあげた女神が、裸にされて少女になった。軽々とした、虹色の光に照りはえる少女のますます幼くなる肉体は、現実化したあと、仮面マラダーをつつむエネルギー放射の白熱光の中で、緑の目を見開いたまま、かき消えて、清冽せいれつな胎児となり、男根に撃たれて、太陽のように砕け散った。血のプリズムが白熱光を分解し、極彩色の雨をふらせた。再び夢の誕生するこの瞬間、仮面マラダーの歓喜の白熱光の中で、緑色の眼を見開いたまま、かき消えて、太陽のように砕けちった。
　血のプリズムが白熱光を分散し、色彩の雨をふらせた。この瞬間に絵画は生じる。仮面マラダーは透明に燃えあがり、まるで骸骨のように痩せ細って見えた。全体が炎と渦に化してしまうように。最後の苦悶の叫びと共に、黒い血を噴きあげて、憔悴しきったスカトロジスト元帥が息たえるのを、仮面マラダーはかえり見た。
　ひからびて、どす黒い血滴の残る屍体から、顔をあげた時は、もうあたりは異様な霧につつまれていた。時間を逆さまにのみこむ乳色に煙り、密林の緑を深く沈めた。仮面マラダーは再び暗黒の肉体を取り戻しつつあった。──ここは何処か。その問いは、身を起こし、足を一歩すすめる行為として発せられた。彼は了解した。幽霊スペクトル──ブロッケンだ。おぞましい冷風が、過去の風が、おこるともなく吹いた。霧の中に、完全に没してしまい、視力は完全に失われた。ブロッケン──幻影ファントムの、森は城と変じた。仮面騎士の肉体はついに透明な筋肉をもつ炎から、暗黒のきらめく塊となった。マルドロール──やつがくる。黒い影の肉体深く、一撃をたたきこまねばなるまい。
　突然、霧の乱れの中から、黄金色の塊が、狂暴な牙をむいて、とびかかってきた。仮面騎士は拳でうけた。粘液にねとった象牙色の牙が、肉をひきちぎって、血をはねとばした。黄金の巻き毛の犬、カイル、ブロッケン伯爵の狂暴な愛犬、黒く底光りする目玉、熱いつば、足の冷たい白金プラチナのような爪からは、硬直の毒液がしみだすのだった。
　再びカイルが跳びかかってきた時、仮面騎士の真っ黒い腕は、黒鉄の爪は、黄金の犬カイルの黒い水晶球を、黒曜石の視神経ごとえぐりとった。霧の中に幾筋もの尾をひく速さの、黒と黄金の激突した時、カイルの予言の目玉は落ちたのであった。燃えるつばを吐き散らして、カイルは、飛びまわり、消えた。
　耳鳴りのように音が消え、収縮し、沈黙の波がおそい、壁が、築かれた。さらに、強力な、音を固めた沈黙の圧縮空気が、強烈にぶつけられて、仮面騎士ががよろける上に、くすぶりつづける煙の尾をひいて、焦げた、漆黒の人獏マルドロールが、とびかかった。マルドロールは夢を占領する影だ。仮面騎士はのしかかる夢魔に幾度も槍をつきさした。しかし、マルドロールはびくともせずに、少しずつ首を締めるのだった。
　次第に、その髪の毛は蛇の尾のような触手になり、マルドロールはすべてを影にとかしこむ逆メデューサに変化した。
　髪の毛が、仮面騎士の体をおおいつくした時には、しびれきった筋肉は、動くことを許さなかった。息はつまりはじめ、胸は煙を吸いこんだように、いぶり、焼け、脳の中で嘔吐が狂いまわっていた。──夢魔を殺すには──夢の中の言葉を殺すには──秘密を、忘却と共に肉体にふきあげるのには、影でしかないものを殺すには──。
　仮面騎士の男根は、恐ろしい脈動をうって、強靭な精液を発射した。それは影を殺すには充分だった。
　夢魔は後光をえがいて太陽の中に消えていった。
　仮面騎士は、眠りを中断された、思考と肉体の虚脱感を負って立ちあがった。よろけながら、空くうをつかむ手で、一本の木をみつけると、そこに、息を切らしつつ横たわった。
　冷たい夢が、そよ風のように浮かんでは消え、流れた。恐ろしい星が、急に光を投げかけたと思ったとたん、仮面騎士は顔をあげた。ブロッケン伯爵の幻像が、目の前に近づいてくるのが見えた。しかしその幻影は一つではなかった。時おり虹色のかげりが生じる霧の中に、無数の幽霊が漂っていた。攻撃するには相手はあまりにもとらえどころがなさすぎた。──直感が消え失せぬうちに、疲れ切った意識が戻らぬうちに──仮面騎士はあせった。できるだけ時間を凝縮させてはいたが、再び変わることが早急に必要だった。──記憶の魔術、ブロッケンめ。再び言葉は降りはじめていた。思考が行為から言葉に変わり、未知は消えつつあった。記憶の幻影ブロッケン伯爵。いったいどうしたらいいのか。まだ、瞼は重くたれていた。いったいここはどこなのか。夢の冷たい旋律が、霧に流れこんでいた。仮面騎士は幻影めがけて霧の中に飛びこんだ。幻影は見えかくれし、血が偏った仮面騎士をなおもいらだたせた。ぶちあたるのは、木だけだった。霧は、なおも暗く重かった。仮面騎士が重い体でジャンプし、着地したとたん、突如、頭上から、巨大なギロチンの刃が、仮面騎士の首めがけて落ちた。冷たく光る鋼鉄の刃は、仮面のすそをけずり首筋深く切り込んだが、仮面騎士の肩の巨大な黒い筋肉がささえたため、落ちはしなかった。黒い刃のきらめきは、仮面騎士の肉中のエネルギーの偏在をふっとばす、戦慄をおこした。筋肉は再び冷たくさえわたり、エネルギーはとけこみ、そして仮面騎士はきらめくその眼をついに見開いた。硬直した筋肉から、ギロチンをぬきとると、一時いっとき血が噴き出したが、凍りついた筋肉は、噴水を許さなかった。再び、仮面騎士の筋肉は銀色の光のしぶきをあげた。ギロチンの刃を、ぶん投げ、自身は霧をつきやぶってジャンプした。おそいかかってきた黄金の犬カイルを、血しぶきと共にけしとばし、再びおそいかかってくるギロチンをはね返した。幻影は彼をまどわしはしなかった。──霧は鏡なのだ。離れた首と胴体の間の磁力線を映し出す鏡なのだ。磁力線がギロチンをあやつっている。仮面騎士はブロッケンの胴体を見つけると、黒光りする爪ではじきとばした。
　霧はだんだんうすれてきていた。胴体がいくらすばやく逃げても、仮面騎士は首にはめた奇妙な輪から霧を噴出している胴体を見のがしはしなかった。
　仮面騎士は、ブロッケンの首輪を壊したとたんに降ってきたギロチンを横っとびによけると、銀に輝く黒い男根で、胴体もろともつらぬいた。ギロチンの刃は鋭い破片に砕けちって、飛び、仮面騎士をおそったが、簡単にはねかえされた。
　胸のまん中をつきさされた胴体は、部品をまき散らしながらひざからくずれおちた。
　高くとびあがって、逃げていく首を追って、ギロチンの刃の鋼鉄の破片が飛んでゆき、もはや霧の影さえない青空に輝くブロッケン伯爵の首の、ひたいを、けずった。血を、青空にまきちらしながら回転して、ブロッケンの首は森に落ちた。こうしてブロッケン伯爵は二度までも、ギロチンの餌食となったのである。



　仮面騎士が一歩踏み出すと、密林のはずれであった。しばらく歩くうちに、彼は見出した。巨大な谷間にある、あの廃墟と化した前線基地のバルコニーを。あの時のように、谷間の、崖の上に広がる黄昏れる一瞬前の空は、限りなくなまめかしい青をさらしていた。半ば瓦礫と化した遺物のちらばる中で、バルコニーはあの時と同じようにつややかだった。
　幸いなことにもはや黄昏であった。それは真昼の憂鬱ほどには、彼を麻痺させはしなかった。黄昏が、近づく夜が、無限の恐怖、魅惑の予感の冷気が、彼を目覚めさせた。黄昏は、血の一面に広がったようになまめかしく赤くとろけそうに輝いていた。
　焦げ落ちた体の仮面騎士は、しばらくそこに横たわっていたが、夜が少しずつ流しこまれるころ、廃墟の中に入っていった。
　彼はもう、骨ばった人間の姿にもどっていた。夜の流れが肉体を侵食するにつれて、焦げた体はしだいに白く、透明に変化していった。しかし憔悴が消え失せたわけではなかった。仮面英雄の肉体と共に黒く、透明な肉体の底に、ひそんでいるのだった。
　彼は夜をマントとして身にまとい、すべてを白日のもとにさらけ出す逆マルドロールらしく影を、マルドロールの影の幻影を、ヘラクレスのように肩にかけながら歩いていた。冷気が薄闇の中に尾をひき、彼は迷路をさらに奥深く歩んでいった。完全な暗闇だった。前線基地のつややかな壁はいつのまにか消えて、粗い肌の洞窟に変わっていた。誘惑者の卑猥な匂いが、あたりにきつくたれこめていた。
　彼が明かりに達した時眼前に見たものは、巨大な地下の教会であった。天井は、はるかに高く、窓一つない内部は、うす暗かった。正面の祭壇には黒ずくめの僧正と、もうひとり十四歳の、軽やかな服をつけた少女がいた。少女は一段高くなっているベッドのような、生贄をささげる台の上にひざまづいていた。スカートのすそから、白いソックスにつつまれた足がでていた。少女は懺悔の口調で目をとじて語っていた。その言葉どおりに、アンドロギュヌス大僧正が、少女の服を脱がせてやるのだった。少女が服をぬいでいくにつれて、アンドロギュヌス大僧正の美しい手は水かきのついたぬめぬめとしたカッパの手に変わっていった。僧服のすそがはだけ、不気味な足がのぞいた。少女は、その中途半端にぬがされた下着の間から美しい尻や、乳房や、うぶ毛じみた叢がはえはじめたみごとな玉門を、あらわにのぞかせている、みじめな状態から、ソックスと、ワンピースになった軽やかな白い衣をのぞいて、すっかり裸にされてしまった。
﹁そうです﹂少女の美しく低く静かな声がひびいていた。﹁わたしがこの夏、海水浴に行った時のことです。わたしは、このワンピースの下に、青い水着をつけて出かけたのでした。ひとりではありません。けれども、みんなはわたしを置いて帰ってしまったのです。いいえ、わたしは、まだ疲れていないからとわがままを言って、ひとりで残ったのでした。日が沈んでしまって、黄昏があたりに暗い夜のとばりを降ろしはじめるまで泳いでいたのですがやっと、わたしは海からあがって、脱衣所に行き、着がえはじめました。素裸になって、夕方の冷たい風に湿った肌をさらしながら、濡れた髪をくしけずっておりました。そしてようやく髪をととのえますと、わたしははじめて、下着がないのに気づいたのです。確かにワンピースとソックスはありました。盗まれたのでも落としたのでもありません。わたしが持ってくるのを忘れたのです。けれど、わたしはまだ興奮気味の上機嫌からぬけでていなかったので、まあいいわ、とひとりがてんし、素裸の上にワンピースをまとい、ソックスをつけ、平然と、それどころか好奇心や、自負心や、スリルから快感さえ感じながら外に出たのでした。わたしはもはやうす暗くなった人通りのない海岸を歩いていました。まったくロマンチックな気分になって。そこは、人通りのある道から松林によってさえぎられていましたので、すっかり大胆な気分になったわたしは、スカートを太腿のあたりまでめくって、海を歩いて行きました。自分の大胆さに酔いしれて。美しさも倍増して、わたしの体を輝かせているように思いました。けれど、少し大きな波が、わたしを濡らしますと、さすがに少し心細くなって、濡れた水着でもいいから、下に着ようと思い、わたしは近くのめったに人の来ない岩場まではしって行きました。そこには迷路のようなぬけ穴が、岩場の目につかない所に、いくらでもありました。その一つは、誰も知らない崖下の岩場のかげの砂浜にぬけることもできたのです。けれども、なんということでしょう。岩場には数人の若い男の人たちが、たむろしていました。わたしは背すじにぞっと悪寒を覚え、無我夢中でそこを通りすぎると、見えない所にあるぬけ穴へ急いだのでした。もう大分暗くなっていたので、気づかれることはあるまいと……。ああ、わたしはなんて浅はかだったのでしょう。浅はかなおこないや、浅はかゆえに呼んだ偶然のため、わたしはなんて不幸な身になってしまったことでしょう……あの男の人たちは、わたしが服の下は裸であることをすぐに見ぬいたのでした。男をまだ知らなかったゆえの、浅はかさでした。男の視線がいかに鋭いものかを、わたしはまったく理解していなかったのです。わたしはいそいでぬけ穴をくぐりぬけると、安心のためからか、気が抜けて、しばらく立ちつくしていました。わたしが、着がえようと、水着を取りにかがんだ時です。後ろから、若い男の腕がわたしをしっかりと抱きしめました。あっと声をあげようとした口をもう一方の手がふさぎました。
﹁静かに﹂
　あわてるわたしに次のことばを発する間もあたえず彼はわたしの唇を口づけでふさぎました。わたしはあまりのことに水着をしっかりと握りしめたまま、体をこわばらせていました。彼の魔力じみたものが、黄昏が、タイミングが、これまのさまざまなことが、わたしの抵抗をふうじていました。わたしは何もわかりませんでした。（しかし、アンドロギュヌス大僧正の催眠術は、完全に記憶を再現していた）彼はわたしをおしたおし、服の上から乳房を愛撫しながら、淡々と、話しはじめました。
﹁一目見た時から、君は服の下が素裸だと、すぐわかった。君の乳首は濡れたうすい布を通して透けて見えた。腰のくびれから、尻へ、太腿へ流れるみごとな曲線も。男を知らない……君はまだ男を知らないんだろ？﹂
﹁知らないわ……キスしたことも、ないの﹂
　わたしはたえだえに答えました。


﹁草叢も黒く目立っていたし、その中に埋もれている、われめまで、ほんのりと見ることができた﹂
　わたしはこのことばに赤面せずにはいられませんでした。
﹁僕らはあの焚火のところにいたんだぜ。あの火はあざやかに君の体のすみずみまで照らしてくれた。君の優雅で、初々しいしぐさも……。君があわてて身をひるがえした時、知っているかい。水で重くなったスカートが、さっとひるがえって、明るい焚火の光に、君の裸のお尻がくっきりとてらしだされたのを……。君がぬけ穴をくぐるため、あわてて身をかがめた時も、暗く青い光に、君のお尻が美しく、せわしなく動いていた。君におしえてあげよう﹂
　彼は言葉をとめると、スカートを胸までまくりあげ、はずかしがり身をこごめるわたしの手をやさしくはらいのけ、裸の乳房をやさしくなでまわしました。あいまあいまに、彼はわたしの口に舌をさしこみ、左手ではわたしの脚をこすりました。わたしは……ああ思い出せません。夢見心地でした。彼に身をまかせきっておりました。彼は手を休めずに、また話しはじめました。
﹁ほら、君の乳房は、はりつめて、こんなに美しくつややかだ。乳首は、かたく立ってきたよ。バラ色に染まって、影にやさしくふちどられて、なでるたびにひくひく動くよ。お腹はせわしなく息をして、波うっている。静かに……落ちついて、さあ、足を開くんだ。乳房に触れてみるといい。それがどんなに美しく、すばらしいものか、少しはわかるだろう﹂
　彼はわたしの足が、硬直したように、それでも軽くとじているのを、そっと開き、そこに自分の身体をさしはさみました。そして乳首を吸い、なめながら、お腹をこすって下にさがっていきました。
﹁そら、お腹が緊張した。力を抜くんだ。いいかい、落ちついて。君は美しい。初々しい体だ。そして今もっと美しくなりつつあるんだ﹂
　わたしは身をまかせきって力を抜きました。そして、そおっと目を開きました。夜となった空が、岩場が、そこに生えている草がかすかにゆれているのが見えました。目を開くと、海の音がなんともやさしくひびいてきました。ふと気がぬけたように、わたしは、右手にしっかりと握っていた水着をはなし、左手につかんでいた砂を砂浜に流しかえして、両手で彼の頭にさわってみました。
﹁服を脱ぎ捨てるんだ﹂
　わたしは少しずつ体をずらして、腕を伸ばし、脱いだ服をなげすてました。彼はわたしの股のあたりを、つばでべっとりと濡らしました。手で再び乳房や、腹や、お尻を愛撫しながら、彼は言いました。
﹁君の毛が、だんだん乾いて少しずつ立ってゆくのを感じるだろう。やさしい風を。うぶ毛が、金色に見えるほどだ。もう太陽の光が消えたのに。君の毛はやさしくなびいている﹂
　わたしは彼がさししめしてくれる感触を、せつないほどに感じていました。彼もわかっていたのでしょう……返事を待つかわりに口づけしました。わたしは彼の愛撫がしだいに激しくなってゆくのを感じていました。感情の高まりにつれて、言葉は少なくなっていました。けれどわたしは彼の神のような力のおかげで、感情のせつない高ぶりを、青い透明な空気にうもれて、彼があたえてくれる感触と共に、ただ美しくはっきりと感じていることができたのでした。
　もはや言葉では言いつくせない所まで達してしまいました。彼の愛撫の手はわたしをこすり、なで、核をもてあそび、ふるえる肉を吸い、やさしく、はげしくさわりました……わたしの股を開くと、彼はかかえて持ちあげ、お知りの肉を、びてい骨のあたりから谷間を、やさしくふるわせ、もてあそび、ひとつとして同じでない感触を、わたしにあたえつづけたのでした。
　彼はしずかにわたしを砂浜におくと、身をのしかからせて、わたしの処女を貫通いたしました……なんということばでしょう……ことばでは、いいつくせないことなのです。彼はわたしに教えてくれたました……。わたしは痛みを感じ、太腿に血が流れました。
　わたしは自分の肉体と、それだけではないこの上なく感触を、せつなく感じていました。わたしはよろこびの涙を流したのではないでしょうか。
　うつくしい、何もない、透明な空間に、わたしは純真無垢となって目覚めたように思いました。
　彼は神の手でわたしをほんとうの裸にしたのでした……………………。
　彼はわたしを抱きおここすと、海にはいって、体を洗ってくれました。冷たい水が、冷たいと感じられませんでした。
　彼は砂浜に、わたしをしゃがませると﹁おしっこをするんだ﹂といいました。
　わたしが勢いよくおしっこを噴射するのを彼は黙って見ておりました。
﹁わかったろう？﹂
　彼はわたしに言いました。
　ほんとうにわたしはわかったのです。あのせつないすべての感触から、愛から、言葉につくせないものまで……裸でおしっこをした時に、すべて了解したのでした。わたしはそこではじめて、自分の体が冷えきっているのを感じたのでした。
﹁ねえ﹂とわたしははじめて彼に対して言葉をかけました。﹁あなたのおしっこをかけてほしいの。わたしの体に﹂
　彼はすべてを了解していました。だまってうなずくと、あたしの体におしっこをかけはじめました。乳房のまわりをつたって流れ、乳首にあたるとくすぐったいようにはねあがりました。お尻も、彼のおしっこでびしょ濡れましたし、生き生きと輝きだしたあそこも………おしっこは冷たい体に心地よく、あたたかみをあたえて、最後には太腿をつたい、広がり、おしっこでおおって、流れました。わたしはますますはっきりわかったような気がしました。
﹁君にもっとたくさんの経験をさせてあげるだろう。水着は、つけてはいけないよ﹂
　彼はそう言ってぬけ穴から出ていってしまいました………﹂



　美しい少女の言葉がとぎれた時、彼がふと後ろをふりかえると、アリスと生き写しの少女がひとりで立っていた。乳房もまだ形をなしていない、下草も生えていない、美しく幼い肉体の少女がが立っていた。彼の体は透明なままに、幼くなってゆき、少女と同じ年齢にまで変じた。彼の無言の問いに対して少女はそうよ、と答えたのだった。二人は抱き合った。彼は少女の幼い肉のわれめを、丹念に、貪欲に、二本の指で愛撫し、しごいた。少女の肢体をあらゆる形にまるめて、あらわにしどけない姿をさらけださせた。馬乗りになった少年の幼い男根を、少女が口に含んで言った。──おお、アーサー。かつて、わたしたちがあの大木のかげで。……
　繁った大木の根もとで、幼いアーサー王は、豪奢な姫の衣装をまくりあげ、幼い裸身をあらわにすると、抱きしめた……小さな姫は、きらびやかな衣装の残骸の上でもがいた………それから………ベッドの下で、暗くほこりのつもったベッドの下で、裸で二人はからみあった──アーサー、あなたは王ではなかったわ。王様……大きな屋敷の納屋で。ほしくさにうずまって、少年は、少女の粗い生地のスカートをまくり、荒々しくズロースをおろした……便所に隠れて、むしあつい臭気の中で、二人は服をずりさげて、おたがいに、体をまさぐりあった……眼を光らして、疲れきった、上気した頬、つばに濡れて、乾いて白くはがれかかる唇、汗といっしょにしみこんだ臭い──アーサー。王。アーサー。騎士。……ベッドの中で、ほこりだらけになって。姫がはいっている風呂にしのびこみ、あわてる裸の侍女たち。とりみだす裸の女たちの中で、ひとり、誇らかに幼い裸身をさらす姫………汚い服を脱ぎ捨てて、仲間と水浴していた二人は、そっとぬけだし、森の中で、濡れた裸をおしつけあって抱擁する。虫に刺されて、赤くなる肌──十四歳の少女は誇らかに、笑って生き生きと張りつめた肢体を誇示する………羞らう、姫のベッドに、アーサー王はもぐりこむ。うすい絹のねまきをおしあげる初々しい乳房、アーサーはそっと裸にする。ちぢこまる体をやさしく開いてかきいだく………裸のまま木に登って、楽しそうに笑って、果実をさしだす。つややかな日に焼けた肉体……羞らいは媚態に変わる……少女は裸で、立ったままおしっこをしてみせる。──わたしのほうが遠くへとばせるわ………騎士の前に、突如、清澄な川がひらける。水を飲んで、顔をあげると、妖精のように逃げてゆく白い裸の少女………雪の上をころげまわり、凍え、風邪をひいた熱い体をおしつける二人。熱にぼやけ、気が遠くなりなる境をさまよいながら、軽々と口づけをする………捕らえられた妖精？………透明な炎をあげながらますます幼くなる肉体たち……記憶と欲望がころげまわり………魔性の女。いや、もはや透明な炎に燃やされて、うすものの衣にくるまった、白無垢の少女。眠れ、幻のちまたに。深い森の葉はそよぎ………媚薬の血で、肉体をうるおしている少女、卑俗な肉を、肉色のユーモアに体現した少女の肉体。………微笑からは媚薬の匂いが、夢の霧のようにただよい、ひとみからは、あらゆる色の反射光と変じた愛の薬が。口づけの時、永遠の媚薬をそそぎこむだろう。夢の女、狂気の女、想うだけで、魂と肉体をいっしょにとかす女…………森の奥には肉の影も見えない。衣につつまれた、犯されるのみの少女が、肉か、死かをあたえられる犠牲いけにえが、眠っている。目覚めても、彼女は知るまい。……衣服をはぎとられ、汚れとしみのかげさえない少女の体が、すみずみまで、手と目の渦を流しこまれる。涙をふりしきれ、ここは海、それは真珠だ。ふるえるがいい。森の木々の風のない日の人知れぬさざめきだ。泣きわめきはしない。森の肉をはぎとられたおまえは………はずかしめられるのだ、股を開かれ、あわれな抵抗の花をそえて、痛みと快楽の屈辱にあえぐのだ。まっかな唇からふきこぼれるつばをなめてやろう。ときめきと、あこがれのひそんでいる初々しい乳房をもみほぐし、おしつぶせ。白無垢を、みじめにまるめろ、しどけなく、あらわな秘所と、みじめなしぐさを、鋭い視線にさらけ出せ。厳粛な儀式を、日常の卑俗な破局にひきもどす哄笑に身をもまれろ。肉をはぎとられた白無垢ゆえの、肉体のはずかしめを、永遠にくりかえせ。悲しみの嘔吐をもよおす血の刻印が、白無垢を真紅にそめるまで、苦しみの泥、百生の悲惨をかねそなえた、永遠に新しい日常の反復、新しい愛の、陰画ネガ、永遠に衰えないはずかしめの日常の破局……なにももたらさないがゆえに………………………………………………………………………………
　──どうして！　少女は叫んだ。もう、豊満な胸、肉づきのよいお尻、すらりとした脚をとりもどして。はずかしめの幻の重いくびきを引きながら、少女はあおむけに倒れていた。
　──おれは知っていたのさ。この匂いが、幻をよびおこす薬の匂いだと。おまえは、おれを幻に誘いこみ、力を失わせるつもりだったのだろうが、おまえの言葉を利用して、幻を支配していたのはおれだったんだ。おまえは麻薬の幻影にひきこまれた、美しく生き生きとしたいい体をよじらせて。おまえの体をもてあそんだのはおれなのだ。おまえはおれを征服し、もてあそんだつもりが、おれに、魂も肉体も征服されてしまったんだ。彼は残酷な笑いをばらまいた。
　少女の緑の目は涙の狂気にくるめいていた。彼女はしどけないなりで横たわっている自分を感じると、白鳥のように、白鳥のような背中と尻を一瞬さらして階段から駆け去った。
　しばらく漂っていた白鳥の幻影は、巨大なエネルギー放射によって、映写幕をやぶられて消えた。
　仮面騎士が、その黒い肉体を膨張させて、透明な炎と合体したのだった。
　巨大なエネルギー放射がはじまった。
　仮面騎士は幻影の祭壇と地下室を破壊し、麻薬の霧をふきとばした。スクリーンの陰にいたハシシ大将軍はエネルギーに放火され、血の色をした炎をふきあげた。炎はハシシ大将軍を焼きつくしつつも、次第に、薄紫の炎とかわってゆきついには透明な炎とまでなったが、ハシシ大将軍の体は透明にはならず、白っぽい微粉末の灰となって崩れおちた。
　二階の半分には恐ろしいベッドが数十も並んでいる。高窓からはいってくる光が、弱々しく照らすと、それが鉄のベッドであることがわかる。完全にグロテスクな河童に変じたアンドロギュヌス大僧正は、気味の悪い、卑猥な音を吐きながら、ロリートピアの生き残りの少女たちをひとりひとりもてあそんでいた。ぬるっとした粘液にぬれた手が、彼女たちの軽やかな衣服にしのびこみ、体のすみずみまであますところなく愛撫し、うすい布に裸の肌をめぐる陰惨な行為の投影を見せながら、アンドロギュヌス大僧正は、鋭い爪で少しずつ衣服をはいでいった。裸になることにロリートピアでは羞恥を感じなかった少女らも、アンドロギュヌス大僧正の陰惨な手口にかかっては、苦しみおそれ、嫌悪を感じなければならなかった。パンティを残すだけとなった時、魔力は最大の卑猥をそこにあたえる。アンドロギュヌス大僧正は少女の意識をなおも覚醒させ、おのれの卑猥さを極限にまで感じさせるのだった。パンティの中にすべりこんだ手は、永遠の卑猥な時間を感じさせずにはおかないのだ。パンティのうす絹に少しずつ爪がくいこみ、布の裂け目が大きくなっていくにつれて、彼女らは千度も、屈辱と嫌悪と羞恥に血の気がうせ、またにえたぎるのを感じなければならなかった。ぬめった風と共についにパンティが、ずりおろされる時、かつてロリートピアでは男たちと共に清浄無垢だった秘所に、たえがたい汚辱が半液体のようにすべりこむのだった。
　アンドロギュヌス大僧正は陵辱にあえぐ少女を鉄のベッドに縛りつける。おのれの濁った精液をまんべんなく少女の肉体にふりかけると、鉄のベッドは炎につつまれる。少女は生きながら焼かれ、汚辱に悶え痙攣するこんがりと焼けた肉を、アンドロギュヌス大僧正は舌つづみをうって、生きた少女から喰いちぎるのだった。
　しかし少女は死なない。胸がやぶれてろっ骨があらわれても、幼い子宮がひきずりだされても……。
　アンドロギュヌス大僧正は、生贄を死にかえさない。陵辱に苦しみ、焼かれ、くいさかれる少女の肉体を生かしつづける。アンドロギュヌス大僧正はその肉体どうしをくっつけあって、奇妙なショッカーの改造人間をつくることができる。しかし大僧正は、遊びでしか、それをつくらなかった。また、そうした肉体に、他の動物を合体させることもできた。しかし、大僧正は、残りなく喰ってしまうこともあった。
　苦しむ生贄の残骸は、地下に捨てられ、常に苦しむのをやめなかった。
　仮面騎士が、二階におどりこんだ時、大僧正は、泣きわめく少女の上気したほおを喰いやぶったところだった。
﹁マルドロール！﹂
　仮面騎士は叫んで、ふりむいた。
　そこには黒々と輝く甲冑をつけたひとりの騎士が立っていた。
﹁わたしは。白鳥の騎士だ！﹂
　白鳥の騎士がかまえ、突き降ろす槍をかいくぐって、仮面マラダーは飛びついた。両の手は胸板を砕き、両脚はがっちりしがみついた。するどく丈夫な顎が兜を割り、中の肉に刻印をしるさないではいなかった。砕かれた甲冑は、影の布となって舞いあがり、部屋のすみの暗い廊下に消えた。
　甲冑からずり落ち、よろけながらもやっと立ったのは、素裸のレダだった。
　レダの腰と足には、甲冑からずりおちる時の傷がついていた。乳首のわきにいくつかの血のあとが、爪の威力を物語っていたし、白い額にはどこよりもはっきり、赤々と牙の刻印がしるされていた。
﹁マルドロールめ、糞っ！　どこに消えた﹂
﹁仮面マラダー、行くぞ！﹂
　レダはただ一つ残った剣をもって、とびかかった。仮面マラダーは軽々とジャンプしてよけると、そっと、レダの尻をけとばした。レダはぶざまに前へつんのめった。
﹁ひきょうもの！﹂
　レダは涙をこらえて絶叫した。剣を大上段にふりかざすと、勢いをつけて切りかかった。しかし仮面マラダーは、勢いを利用して、軽く腹をけると、レダの両脚を思うさま開いて、あらわになった、玉門おまんこを踏みつけた。レダはバラ色になり、蒼白になった。顔をあげて血のにじむ、股ぐらを閉じ、起きあがると、しょうこりもなく再びきりかかった。
﹁はしたないお嬢さん。マントでもつけたら﹂
　仮面マラダーはほこりだらけの絨緞じゅうたんを破りとると、レダにぶつけ、引きたおし、ほうりなげた。レダがやっと、汗と、涙と、ほこりで汚れた上半身をあげた時、仮面マラダーは疾風のごとく近づいて、レダのあごをけりあげた。レダの体が引っぱられて起きあがり、体が大きく後ろにそって、こんもりとふくらんだ乳房が眼の前に差しだされた時、仮面マラダーの両の手の凶器は、白い肌を朱に染めて、かたちのよい乳房に、喰いこんだ。そして、レダの腹に足をかけると左右二つの心臓、カストールとポリュデウケースの心臓をひきぬいた。レダは反動で、マントをつけたまま壁にぶちあたり、そのままくずれおちた。
　仮面マラダーは、茫然と見ているアンドロギュヌス大僧正に、二つの心臓を投げつけた。
　レダの脳からは次第に血の気がひいてゆき、気が遠くなり、そのため、そそぎこまれた幻想の麻薬が歯止めをうしない、あらぬ幻がさも現実のことと同じように踊り狂うのだった。


　──＊＊嬢は、初々しく、美しく、気品と優雅にあふれ、しかも高慢なほど、男を軽蔑している、処女であった。誰も、彼女に恋愛の火をつけたものはいないのであった。経験のないまだ自称伊達男でしかないＸＸ子爵は、彼女に眼中にもいれてもらえなかった腹いせに、策略をもくろんだ。子爵は＊＊嬢の一家をうまくだまして家に呼び、両親には強い眠り薬をあたえて、＊＊嬢には軽い眠り薬と、媚薬をそそぎこんだ。子爵の部屋に、すわって目を覚ました＊＊嬢はもちろんけげんそうな顔をした。高慢で、気品ある処女と、伊達男との会話がはじまった。伊達男は、彼女を混乱させる言葉を、さんざん吐きかけた。普通なら、彼女は最後まで平然と軽蔑をあらわにしていられたが、媚薬の効果が、舌をへばりつかせ、男の言葉に魔力をもたせた。子爵は平然と、媚薬の効果を見守りながら、次第に会話をきわどく猥褻にしていった。＊＊嬢、美しく高慢な処女は、はじめての欲情に身悶えし、ふるえはじめた。子爵は＊＊嬢の無言の要求にそしらぬふりをした。羞恥心が、彼女に口をひらかせなかったが、もはやそれは身もよもあらぬ情欲に拍車をかけるだけだった。彼女は今や、床をころげまわり、乳房をあらわにして苦しみ悶えた。ついには、子爵も手つだって、高貴な＊＊嬢を丸裸にしてしまった。子爵はおのれの欲望を必死におさえながら、＊＊嬢のうでを後ろ手に縛った。口から泡をはき、狂乱し、身もだえしまだ、羞恥をも発散させている＊＊嬢はついに、冷然と見守る子爵の足もとにはいつくばって、︱︱お願い、抱いて、………と何度も、涙ながらに嘆願した。子爵は抱いてやるかわりに、さらに媚薬を口からそそぎこんだ。もはや、理性も、意識も、記憶も、失い欲情のみに狂気となって溺れる＊＊嬢は、床にのたうち痙攣し、あられもない姿をさらした。子爵はようやく＊＊嬢を抱いた。おおっぴらに股を開いて、処女をぬいた。レダにはその激烈な痛みと共に、血がふきだし、＊＊嬢は羞恥心が、のどまであふれてくるのを感じた。
　──マルドロール。仮面マラダーは、部屋の片すみにあらわれた黒ずくめのマントをはおったものに向かって言った。顔は、透明なガラスの半球でおおわれているだけで、頭にはみでた頭巾のような毛髪のような黒いものを透かしているのだった。
　︱︱マルドロール、決着をつけねばなるまいな。マルドロールは不敵に、全身のえらをまたたかせて笑った。
　︱︱マルドロール、笑えるのも今のうちだ。おまえの求心球の正体は、……笑いが消えた。︱︱鏡だ。そいつはここにある。仮面マラダーは再び疾風のごとくレダの所に飛んでゆくと、ほうりなげるように抱きかかえ、巨大な男根を玉門からつきさした。それは子宮をつきやぶり、下腹を裂き、──レダ──夢見る＊＊嬢は──＊＊嬢は二度目の媚薬の発作におそわれた。白いあしに破瓜の血のあとを残しながら、再び狂乱した。ＸＸ子爵は、彼女を窓から庭にほうりなげた。＊＊嬢は、庭のバラ園に突っこみ、狂気のように走った。バラの芳香は、なおも狂気を高め、バラのとげは、処女の血痕をわからなくするほど、彼女の白い肌をひっかき、血にそめた。狂乱し、ころげまわり、傷だらけになり、血のまじった粘液を吐きながら、赤いバラ畑から白いバラ畑へとたおれこんだ。したたる血は白いバラをまだらに赤くそめた。──夢は一瞬のうちに速度をまし、──男根はなおも、レダの内臓深くつきすすむ、──熱い血だらけの玉門に白いバラをおしこんで、──内臓がひきちぎれ、うずき、感覚が錯乱し、媚薬と、痛みが、幻想のうずをまきおこし、呑みこみ──美しい素裸のレダ嬢は、口のまわりに血をたらし、かん高い笑いをたてながら、ころげまわる──数千の数億の鏡が、われ、飛び散り、昇ってくる。空間に青空の湖面が生じ、波うつ。そこには天使の影が映っている。血にまみれた天使が、降りてくる。鏡たちはいっせいに歓呼の声をあげる。天使が美しい翼をたらし服をぬぐと──なんと美しい肉体──青空にひろげられた、虹色の女神の、ますます幼くなってゆく肉体。ハシシの女神が、もえる薄片となって降る──鏡たちは血まみれの白鳥の映像をもちかえる。化石の女が、おのれの蒼い肢体をうつす。街では令嬢が、ひとり、部屋でそっとおのれの裸身を鏡にうつす時、血まみれの白鳥は降りてきて彼女を犯す。神のように。大天使のように。彼は彼女に告知する。──誕生する。と仮面マラダーＳＥＸは叫んだ。青い学生服のスカートを黒いマントにしてはおる、二人めの仮面マラダーが。──＊＊嬢はとめどなく口と鼻から血を流す。おのれの裸身にふりかける。白バラの上をころげまわる。尻からも血まみれの糞を吐きながら。血にそまった黄金の水を脚につたわらせながら。子爵は眼鏡をとり出して、薄笑いをうかべて見つめる。口髭を指でもてあそびながら。──便所で遊ぶ二人は、見つからないだろうか。窓から裏庭へ逃げるだろうさ。下着は土で汚れるが──龍の生贄から騎士に救われた少女、姫君は、森の中、神聖なほこらの前で騎士に犯される。龍の毒を消すために。あいにく処女でなかった姫ならば、騎士は死ぬ。ひん死の騎士の精液で姫は媚薬をつくるだろう。龍に犯された処女ならば、騎士はその処女の血と龍の精液をこねまわし、媚薬をつくる。莫大な黄金と愛を手にすることができる。しかし姫の屍体をひきずって、騎士は湖で溺れ死ぬ。──聖女＊＊。媚薬にて血まみれで昇天する。あおむけに倒れ、大きくひらいた口に、粘った血が、泡だっている。──焼鏝やきごてがあれば、玉門におしこんだろう、つららをとって、彼女はおしこむ。──最後に心臓もふっとんだ。腸が口から吹き流しのようにはためく。男根にレダは爪をたてる。爪は血にまみれてけしとぶ。レダは爪のない柔らかい指で、もはや存在しない、玉門を探しつづける。血圧で眼玉はとび出しそうだ。──レダは見た、最後に──ボロになって道端に横たわっている＊＊嬢を。それはやがて腐るだろうが、まだ、肉体には若い娘のヴォリュームが残っている。肉体がとけるにつれて、あとかたもない玉門のあとから、白バラが数輪、こぼれるだろう。──男根はレダの顎を割り、ついに頭蓋骨を突きわり、脳みそを噴出させた。と、パックリ裂けた頭から、マルドロールの求心球──鏡の玉が飛び出した。レダはひざから崩れ落ちた。
　マルドロールの影は求心球に吸いこまれるようにひるがえった。より速く、仮面マラダーＳＥＸの筋肉は、刃の切っ先の光をみなぎらせて飛んだ。求心球の中ではレダの幻想の湖がもりあがり、集中し、細胞分裂を起こし、さながら一つのメカニズムのように、エネルギーを変成していった。肉体の輪がふっとんで、閃光と影が衝突するように、時間の輪もまた、仮面マラダーの精子のエネルギーと、求心球内部の暗黒光、湖面の細胞分裂と、鏡の球面の無限に広がりゆく映像と、仮面マラダーの記憶と、マルドロールのオブジェによって、なによりも根源的なのは仮面マラダーの精子のエネルギーによって、物語が増殖し、隔世遺伝したためにふっとんだ。仮面マラダーの黒い爪が求心球に達するまでが、永遠の未来であて、それから先におこるすべてのことは、未来の記憶によって、いやもう、それを通りすぎて──即ち、完全に過去のことになってしまった。──彼は青い空の棺桶から漆黒のマントをひるがえして立ちあがった。彼がその蒼く陰鬱な肉体から立ちあがれるのはいつのことか。──予告する機械、または永遠に予告する機械。──姫君は死ぬだろう。日に焼けた少女は犯されないだろう。もはや犯されて……先験的に犯されて……いるからだ。姫君は死ぬだろう。日傘のようなスカートのままたおされて、下半身の下着は、はぎとられ、そこに刃物をさされて。たとえそれがあの大木の下であるにしろ︱︱ひきもどされるように、彼は少女の口から小さな男根をひきぬいた。少女の口は汚れた悲しみのように──唇は、土で少し汚れて彼の汗にひりついていた。彼は知りたいのだ。こんな少女でも濡れるだろうか。彼は知りたいのだ。白日に照らされた唇は、おどけた愚劣な歌をうたう。実現不可能な壁の破壊。鏡のような写真︱︱


﹁わたしは、彼の言うとおり、水着は身につけませんでした。砂をはらって、しわをのばした白い服一つを身につけて、そっと外に出ました。再び、あの焚火の前にわたしがあらわれた時、男たちは躊躇なくわたしをおそい犯しました。男たちは乱暴に、けり、なぐり、つねり、ひっぱたき、かみつき、わたしを傷つけたました。わたしの股を大きくひらき、犯している間に、他の男たちはわたしの尻の穴を愛撫したり、陰毛をひきぬいたり、男根をわたしの口におしこんだり、鼻に精液をひっかけたり、乳房をいたぶったりしていました。……………わたしは疲れはて、服を着ておきあがりました。そしてやはり服の下は素裸で、ぎっしりとこんだバスに乗りました。わたしは眠ってしまいました。さっきいの男たちのことを思いながら。わたしは彼の言ったことを思い、男たちに犯されるのが、まるで彼に愛撫されることのように、感じていたのでした。わたしが目覚めた時はもはや、スカートは首の上までめくられ、欲情にあふれた男たちにとりかこまれ、いいようにいたずらされていました。もはやみじめなほどでした。わたしのおしひらかれ、もちあげられて、床についてはいないのでした。後ろからも、前からもいいように犯され……そのうち眠ってしまったのでした。おしっこをもらしながら、彼のことを思って……そして気づいたときはここにいたのです﹂
　少女が話しおわるとアンドロギュヌス大僧正は、少女の服をぬがせ裸にすると、頭からバリバリと喰ってしまった。
　──この壮大なバルコニーの廃墟を前にして、仮面マラダーは肉体を広げた。青空は黄昏前のなまめかしいほどの青さであった。
﹁おれは感じている。二人目のおれの誕生を。他者であるおれの、おれである他者の誕生を﹂
　気がつくと、もはやあたりは夕闇におおわれていた。──幼い姫は悪人どもにさらわれて媚薬をのまされて果てた。裸を黒土に横たえて。──暗黒騎士団は、この谷につくと、さらってきた少女をおろし、泉で汚れをとりはらう。少女は神聖に犯されて死ぬ。四月の木々の若芽のように。──森の霧は鏡のように砕けちり、傷だらけのひん死の白鳥は絞め殺される。冷たい光に裸身があらわれると、──アリスは想像力でふくれあがった肉を視線の水で洗い、幼い裸をとりもどす。彼女の薄い衣装はまくりあげられて、森の奥で、物語は完結する。──鏡の薄片で、身を幾十も刺しぬかれた騎士は七色の血をふき出してたおれる。ひん死の白鳥は飛びさる。青空の真ん中で、白鳥をまくりあげると、光のヴェールに消えていく白い裸身、満子…………………水着をつけさせたまま、少女の肉体に触れる。われめに布がくいこみ、乳首もあらわになるが、眼は素裸よりいっそう裸にする。空洞は慟哭し、海中に消えてゆく──太陽が、黄昏の光をうつし出す黄金の海に、人魚が身をよこたえて──尼と僧が森の中で、僧服をぬぎすてて──きらめく水は空に渦巻き、空は水に渦巻く。透明な、黒い鋼鉄が飛んでゆく──媚薬をのまされて、青くそまった幼い姫は、下腹のわれめから、刃をいれられて表皮をきりさかれ、中身をとり出される。あとには蒼ざめた透明な化石が、姫は妖精に、いや、女に──裸の少女。上と下の唇を血で濡らして。かすかに息をついている。二つのあえぎが血を流し、ふるえがしたたらせる。ほおと首すじからほんの少し波うつ胸に向かって、うぶ毛が、白い幻のヴェールを流しかける。冷たくなっていく肉体。スカートの傘からとり出された姫？　生贄にされた少女？　妖精？　血は細い腿をほんのりと赤くそめている。ほおの血は血の気がうせて、上気がひくにつれて目立ってくる。透明に無限な肉体が、一つとして同じでない肉体がふえつつける。唇と股の唇に血の刻印をしるした少女が。スカートの下で、ブラウスの下であえぎつづける。パンティの下で。おおわれていく肉体。いまだかつて、誰も知らなかった少女の裸身が、はじめてあらわにされ、刃物の犠牲に供されるように。──求心球の球面を、仮面マラダーの黒く強靭な爪が、回転した。マルドロールの影の布が、求心球をのみこむより速く、仮面マラダーの爪は鏡の球体を砕いた。
　──グギギャ───ッ。マルドロールは叫びと共に床に落ちた。鏡の破片が床に散り、求心球の力、鏡の球面にあらゆる幻像を無限に回転させ、その力で、物体をひきつけている求心球の力が消えると、マルドロールはその黒ずくめの体を力なくおこし、暗く閉ざされたこの部屋の扉をあけ、バルコニーに出た。青空の光が急激に差しこみ、下には、あの谷間が、廃墟と共に小さく見えた。断崖と化したバルコニーに、力ないマルドロールがよろけていくと、高所の突風が、マルドロールの引力のぬけた体からマントを引きはなした。マルドロールの、もの悲しい、無生物的な長く尾をひく絶叫と共に、黒い体の表皮が、まくれあがると、スカートとなって空中にはためきながら飛んでいった。あらわにされたメカニズムは、崩れゆくオブジェの一つ一つの正体を見せながら分解していった。ひしゃげたジョウロから、透明な水の血が、ふきあげられ、風にけしとんだ。そこにねじれていた電線は水とぶつかって、紫色の火花をとき放った。顔の標本じみたガラスの半球と共に壊れた時計が崩れると、色あせた葬式の花がふきこぼれた。われた眼鏡は崖から落ちてゆき、灰や炭と共に、塩が飛んだ。体から半分とび出してわれたびんからはウイスキーが、ドクドクと流れ落ちた。骨のように丸められた、模造紙に書かれた殺人リストが、やぶけながら踊り狂い見えなくなった。こわれたいすの足が、下着や服をひっかけて、落ちた。得体の知れぬ幾冊かの書物も落ちた。引き裂かれ、狂い、崩れおちていくオブジェは、次第に裸になり落ちてゆく少女のようでもあった。三本の鞭がいすのあとを追いかけて、落ちた。鳥の羽もバラバラになって散り、飛んだ。力を失ってゆく物体はついに、数個の残骸をのこして、叫びの余韻と共に消えた。
　仮面マラダーがふりかえった時、ゴシック様式の広間には、幾多の敵が顔をそろえていた。ムーンダンディ、あしゅら男爵、アンドロギュヌス大僧正と、その小姓のピグマリオン子爵。死んだはずのブロッケン伯爵が、首を胴体にぬいつけたあとを生々しくさらけ出して立っていた。ブロッケン伯爵こそ、かの狼男の血をひく貴族であったのだが、その血統ゆえに、ギロチンにかけられて果てたのだった。あしゅら男爵も、ブロッケン伯爵も、アンドロギュヌス大僧正の生産的な精液の力によってよみがえったのだった。


　おそらくはこの戦いは、アンドロギュヌス大僧正の精液と、本質的に破壊的である仮面マラダーの精液の戦いになるだろう。ここにはいないが、不滅の放蕩児メルモスもまた、どこかにひそんでいるにちがいなかった。──おのれの恋人をも化石にしてしまうメルモス。快楽を共にしたあらゆるものを殺してしまう放蕩児、己が恋人をも化石にしてしまい、そうしておのれの至上の恋を永遠化してしまうメルモス。放蕩児メルモスには、永遠のみがあって、現在はないのだ。──あしゅら男爵、ブロッケン伯爵、貴族はなんと、恐ろしい秘密と、血への嗜好と、欲望と、天性をもっていることか。彼らの秘密の手にかかって、グロテスクなモンスターが果てしなく生じる。もはや彼らは生産的ではありえまい。しかし人工の秘密を握った無尽蔵の暗黒なのだ。笑う肖像、石の乙女、反古の魔術、果てない蔵書、引き出しに、収集室に、屋根裏に、庭に、地下室に、暗黒を飼う。おまえたちは滅ぶまい。──死をあたえ得ないアンドロギュヌス大僧正は、二人の後ろで笑っていた。エジプトの将軍、クレオパトラの屍体を隠匿したミイラ、ピグマリオン子爵を従えて。──もはや物語は終っている。求心球が割れたあとは、暗黒の巨大な、まるい尾が、おおっている。──魔性の貴族、ブロッケン伯爵は、数百年の昔、幾千人もの人々をを道楽に殺し、狼男の血統を探りだされて、ギロチンにかけられた。しかし彼の魔性の収集品は、秘密の屋敷に隠されて、眠っていた。粗野にして、狂暴な伯爵は裁判においても、罵倒し、叫び、卑俗な冗談を低く太い声でわめき、数人の首を絞めて殺した。しかしギロチンの刃は首と胴をひきはなし、血をふき出させ、民衆の悪罵にさらした。胴体は焼かれ（そう信じられただけで実際はアンドロギュヌス大僧正に救い出されていた）、首は、悪の銅像の下に封じこめられた。
　──若きブロッケン伯は、死んだおじの孫をあずかることになった。それは、彼女の祖父によって、素朴に育てられた、無邪気な少女であった。彼女は貴族にして、放蕩者のブロッケンに向かってあくまでも、水遊びをしたいといいはるのだった。
　──おまえが、この川で水浴びするということは、下賎のものといっしょに裸でつきあい、下賤げせんの男におまえの裸をさらすということなのだぞ。
　──おじいちゃんはそんなことは言わなかったわ。
　少女はブロッケン伯爵の挑発の言葉にも動じずに言った。
　──いいだろう。おまえには恥じらいというものがないんだな。
　──裸になることが悪いことだなんておじいちゃんは言わなかったわ。
　少女は無理をして言っているのだった。つとめて平静を装って。
　──よろしい。裸になるがいい。永久にな。
　ブロッケン伯爵は少女の服を脱がせると、馬車にのせた。少女は赤くなった顔を風にさらして、遠くを見つめていた。金髪が、草のようにゆれた。しかし彼女は、白い肌をも、股間にはえかかった金髪をも、風にさらしていたのだった。
　ブロッケン伯爵は非情にも、彼女の言うことに耳を貸さず、ひざの上の手をどかし、股を大きくひろげさせた。
　──おまえは恥じらいを感じないのだ。
　いくら彼女が無邪気な自然への夢を破壊し、泣きわめいても、ブロッケン伯爵は平然と彼女に恥ずかしいかっこうをさせた。彼女はなぐられ、股の金髪をひきむしられ、馬車からほうりだされ、鞭でうたれた。そして彼女が糞と小便と、血にまみれたころに、地下室にほうりこんだ。そこでは裸の下賤な召し使いたちが、彼女を犯した。平然と、彼女の尻の穴を汚し、顔を精液で洗った。彼女は自分の友だちの少女が、水浴びの川からつれてこられ、血まみれになって犯され、喰いつくされるのを見なければならなかった。彼女は結局、ブロッケン伯爵の書斎の奥の、日の光も差しこまないほこりだらけの書庫の怪物に、暗闇に住む裸女となった。
　──あしゅら男爵は、ダンディズムの使徒の男女であった。本当に人が殺され、喰われ、裸にされ、犯される歌劇を毎晩のように催したし、舞踏会では必ず何ものかが死なずにはいなかった。男の妹ははらみ女として、犯され、子供を産まされ、その子供を殺された。彼女の処女は屈辱と共に奪われ、子供をはらんでたるんだ肉や皮膚が、壮絶な色合いをそえていた。世にも美しい令嬢が、舞踏会のまん中で裸にされ、尻の穴からナイフで裂かれて死んだ。騎士あしゅら、皇妃あしゅら、一心同体の男女に見られたために、運命の輪は彼女らの上に落ちる。あしゅらのすばやい手は彼女の胸をはだけさせ、かわいらしい乳房をもちあげる。しかしそれはもはや紫色だ。あしゅらのすばらしい毒薬が、彼女をむしばんでいる。彼女の恋人は、彼女が犯されつつ死んでゆくのを見なければならない。死にたくないのなら、皇妃あしゅらの尻を犯しつつ。美しい皇妃あしゅらは、彼女の弟を食いちぎる。妹は狂乱する姉を見て赤面しつつ、後ろから犯される。そして血にぬれた妹の白い裸は、姉の放った血と、汚物の海へ投げこまれる。そして兄弟姉妹は絶滅する。しかしあしゅらの二人も敵の放った毒薬に、体の半分を腐らせて死んだ。
　──血ぬられて黒い男根が、瀕死の力をふりしぼり、少女の股をひらいて犯す時、仮面マラダーはよみがえる。──仮面マラダーはとびかかってくるムーンダンディの顔面を黒い爪でぶちぬき、ふっとばした。
　ムーンダンディの放つ光が消えると、部屋には白昼のさだかならぬほどに明瞭な光があった。黒いカーテンの上にあたる光は空中にただようほこりの群れを幻のようにきわだたせていた。テラスの上のマルドロールの残骸に、青空と、白昼が、とめどなくふりそそいでいた。レダの残骸が音もなく横たわっていた。少女らの残骸と化した生ける肉体が、静かに炎に包まれていた。ムーンダンディの屍体から流れる毒液がゆっくりと絨緞じゅうたんに吸いこまれていった。アンドロギュヌス大僧正らは彫像のように身動きひとつしなかった。少女の腿にはじめて鮮血がひとすじ流れでた白昼のように、そこには驚異の静寂が、揺蕩たゆたっていた。
　レダは、その美しい肢体をふたたびとりもどして、青春を葬る墓の装飾になり、その教会の、閑散とした平安の中に隔離されて青春の夢に思いをはせる彫刻になるだろうと思わせるほど、そこには静謐があったのだった。しかし大僧正たちは、ほこりに埋もれた仏像のように不動であった。
　仮面騎士の戦いは恋人を守るための戦いであった。奪われないための戦いであった。ゆえに彼には感傷の美しいマフラーがはためいていたのであった。仮面騎士はもはや恋人をを死という絶対のものにあずけた。死ぬことができる。ゆえに、彼は死ぬだろう。エネルギーの収縮を前に、彼はたたずんでいた。もっとも弱い踵を、騎士は死にあずけていた。死は彼の味方だ。ショッカーの欲望は死が消滅しないかぎり達せられることはないだろう。死とは幸福に他ならない。
　月のおぞましい毒血が、あたりに空恐ろしい暗闇を醸成しはじめた。陰湿に雨降りしきる、薄暗い廊下のはしの便所でかいま見た、彼女らの上気した顔、うずくようなうるおいの、処女の血に中毒した瞳。血に飢えた女吸血鬼のように、彼女の股の唇は、血を流している。彼女ら、初々しい血と肉の乙女のいる学校の、憧れに満ちたほの暗さ。腰をつきだして笑う少女ら。服の下に透けて見える尻……何ら明瞭な形態をもたない彼女らの肉体。ムーンダンディの毒気は、部屋の中のものどもを同体化しつつ流れた。ロリートピアの生き残りの、まだ五体満足なままベッドに縛りつけられている少女の、股間からは、泉のように血が、どくどくと流れあふれた。太腿を朱に染め、ベッドをつたい血がしたたるにつれ、肉体の色は失われた。最後の狂乱に、股を激しく閉じひらき、痙攣して、少女ははてた。


　冷たい月光がふりそそいでいた。仮面マラダーの肉体は、黒く透明に張りつめはじめた。透明なエネルギーの渦が体をおしあげた時、仮面マラダーは、一個のヘルマフロディット・あしゅらに向かって飛んだ。突如、月光は失せ、部屋の装飾の濡れた輝きが色褪せた。仮面マラダーはすべてのエネルギーを放出してしまい、黒い銀箔をはったガラスの鉄像となって、停止した。
　白昼が、数体の硬直した彫像を照らし出していた。少女らの見開いた眼の息吹が、止まった。僧衣をはいだ裸形のあしゅらが、二つに分裂して、すべてのエネルギーを失わしめたのだった。
　二つの裸形の半身は、仮面マラダーたちの失ったエネルギーに輝いて空中に静止していた。乳房は薔薇色に、照りはえ、尻と脚の曲線がエネルギーをしたたらせていた。彼女の美しい半身が、彼の健康と、異形の美にはちきれんばかりの肉体とが、合体する時、強大なるエネルギーが生じる。二つの肉体が、渦巻状の輝く内臓を共有する時、めぐる血が、二つの体をとけ合わせ、大いなる球になる時、エネルギーは落雷し、ガラスの鉄人形を砕くだろう。
　渦巻くエネルギーにひきよせられて、男と女の半身は近づき、合体した。すべてのエネルギーは仮面マラダーの上に集中した。
　視力と、時間が砕け、混沌が再び渦を巻き、部屋の全貌を明らかにした。仮面マラダーの肉体はずたずたに引きさかれ、多の肉片が散っていた。ブロッケン伯爵から受けた首筋の傷からは、噴水のふきあがる水となった血が昇り、落ちていた。そして仮面マラダーの男根に、エネルギーの稲妻は集中し、まっ二つに断ち割っていたのだった。
　男根は二本の、衝撃の刃やいばとなり、ヘルマフロディット・あしゅらの肉体を二つに引き裂いて、壁につき刺した。
　避雷針のゆえに、肉体は雲散霧消せずに救われたのだ。
　仮面には黒々とした亀裂が額の中央からはしっていた。髪の毛とも血ともつかない、脳みそとも顔ともつかない黒い影が、そこからはみ出していた。くすんだ肉体は柔らかく崩れ落ちそうだったが、血の噴出と共に次第に堅くなっていった。
　仮面マラダーの筋肉はするどく盛りあがり、蛇となってとぐろをまき、肉体をおおった。蛇の脱皮したぬけがらのように、肉片が幾つもぶらさがっていた。
　骸骨となって、仮面をつけた屍骸が立っていた。
　壁にはりつけられた二つの肉体が美しい血をほとばしらせていた。
　しかし二つの肉体は、いまだ残る牽引力のすべてを使って、壁の暗幕を落とし、ちぎれた渦状の内臓をひきずって合体した。肉体はまだ仮面マラダーの折れた避雷針をつきたてたまま。あしゅらは立ちあがって、傷だらけの裸身をあらわした。
　──きれいな少女の尻の穴を洗え。玉門を濡らせ。くすぐれ。膝を曲げ、かかとを逆さに、丸い乳房をひっくりかえせ。すべての口を埋めちまえ──とブロッケン伯爵の心臓は鼓動していた。三人はやっと、エネルギーの劇的変換のめまいから覚めたのだった。
　ブロッケン伯爵は月光の名残りを反映しながら、輝きはじめた。銀狼の男となって、彼は再び姿をあらわした。
　ピグマン子爵は古代エジプトの呪いの毒薬を、その槍の先にぬりつけていた。おどろしい刺青いれずみが、ドラゴンのような装飾をつけていた。
　仮面マラダーはよろよろと立ちあがり、瀕死のあしゅらに男根の芽をおしあててその体をまっ二つに裂こうとする。力ないボロ布のように、おもしろいように柔らかい体が、ちぎれはじめ、けしとぶ血と共に、銀色に輝く渦巻き状の内臓があらわれた。仮面マラダーが渦巻のまん中に、ありもしない男根をおしこむと、内臓ははじけ飛び、あしゅら男爵の体は一気に崩れはじめた。二つの半身は、エネルギーの欠乏におののきふるえながら、次第に破れていった。血にまみれてふるえる乳房は次第に肉を失って、美しい幻影の余韻を残して、うすれていった。銀色の渦巻状の内臓は、巨大な炎のリボンとなって空中を泳ぎ、瀕死の両性具有者の肉体を空中に浮かべた。
　蒸発してゆく肉体、見えなくなっていく炎の中で、仮面騎士の対の刃が、熱い氷の肉体をおしあてられて、鍛えぬかれた。
　美しい両性具有者ヘルマフロディットの肉体は、幻像の大気となり、透明に閃く痙攣のあとに、砕け散り、吸いこまれるように消えた。
　ピグマン子爵が猿のような叫び声をあげて飛びあがったのは、仮面騎士が落下してくる両の刃を手にしたのと同時だった。毒槍はきらめく剣に受けとめられて折れ、ピグマン子爵の左の眼をつらぬいた。劇毒が、汚濁の血を噴き出させ、子爵をひきたおした。
　狼人ブロッケンが、鋭い爪を仮面マラダーの弱った体につきたてた。仮面マラダーの体は、裸同然にひきさかれ、犯されゆく少女のように投げ出された。熱い水蒸気を吐きながら狼人ブロッケンは彼を中心にした円を回った。ブロッケンの攻撃がかろうじてよけられると、毒血にただれたピグマン子爵が頭上から飛び降りた。ピグマンは毒血と共に、紅炎を吹きかけた。きらめく剣で、かろうじてふせいだものの仮面マラダーの弱った体では、この銀の環の罠をぬけることは不可能だった。部屋にはめまぐるしく夜と昼が入れ変わり、青空と月光が同時に存在した。銀の環の罠がようやくせばまりはじめたころ、仮面マラダーの黒い体には白い炎がたちはじめた。
　次の一瞬には、ピグマン子爵の半身が、切り裂かれていた。それでもピグマン子爵はとめどなく流れる血の中から立ちあがり、肩に象牙をかまえて、最後の攻撃をかけてきた。仮面マラダーが刃をふりかざしたとたん、狼人ブロッケンの牙が、剣を奪った。しかし仮面マラダーは渾身の力をこめて二本の牙をつかむと再び、エネルギーの渦をつくりながら空中に飛んだ。象牙はおしまげられ、ピグマン子爵をつらぬいた。すると、象牙のまわりに仮面マラダーのエネルギーが集中し、骨をねじまげ肉を裂いた。
　ピグマン子爵は破片となって飛び散り、血が薔薇のように咲いた。ブロッケンは、ピグマン子爵の炎の血をあびると、金狼に変貌した。
　アンドロギュヌス大僧正は、ロリートピアの生き残りたちの肉体をつなぎあわせて、奇妙なヘルマフロディットをつくりあげた。彼は一つの少年の男根を持っていた。彼女は六つの少女の女陰をもっていた。白い腹に彼女らの愛の唇が空しく息づいていた。彼女らは今眼を覚ました。彼は立ちあがった。ヘルマフロディットが何処にも見えない口で、そしてそのかわりに、夢見る六つの唇が、発した問いは、︱︱わたしの頭はどこかしら。ポリュデウケースとカストールの心臓が、一対の薔薇色の、時には牛乳色のまるいプリズムの光をしたたらせる乳房を、光の霧の中から引き出した。彼女の尻が光線の尾を落とした。脚が上昇と下降と停止のさまざまな曲線を描いて陰と光をとかしこんだ。頭はまだ光の中だった。︱︱わたしの頭はどこかしら。ヘルマフロディットは再び言った。
　力なく立ちあがった仮面騎士は、ぼろくずのようにへばりつく肉片と血をはらいおとしながら生まれたての両性具有の発する光に眩暈と共に嘔吐をもよおした。彼の体と口からは、すさまじい光と共に、排泄物がしたたりおち噴出した。肉片と血の残骸が、得体の知れない汚物と共にふき出した。汚物と光の渦はついに、まっ白い精子のエネルギー竜巻に変貌した。仮面騎士の黒い体は、おのれの発する浄化の渦巻に引きちぎられて、もはやどこにも見えなかった。しかし次第にエネルギーは光の液体空気をしたたらせながら、仮面騎士の黒くつややかなするどく強い爪先となって凝固していった。エネルギーはついに仮面マラダーの新しい肉体を現わさせた。
　彼がとどろかせた奇声と共に、金狼ブロッケンは数々の幻像をまきおこしながらおどりかかった。幻の炎は仮面マラダーの体を焼き、牙が、突如として喰い込んだ。次の瞬間、再び、襲いかかってきたブロッケンの腕はみごとにもぎとられていた。
　おびただしい血を滴らせながら、狼人ブロッケンは光を発した。仮面マラダーはめまいと、嘔吐と、空白に、次第に自己を失っていった。数々の毒があふれだし、肉体を重く腐らせ、力を抜いていった。狼人ブロッケンの爪が腹に喰い込んだ。仮面の口からどす黒い血がふきだした。内臓が引きずり出された。仮面騎士のふりおろす刃もはじき返された。その時、アンドロギュヌス大僧正の吐いた血のように赤い炎が、彼をつつんだ。


　──彼は裸でつりさげられていた。両腕をしばられて、絞首台の上に。満子は復活した。彼のすばらしい女たちがひきたてられて、裸にされた。彼女らの性器は数知れぬ男たちの性器を突っこまれた。汚い地面の上で、股を開かされ、尻をつき出した。満子は土ぼこりにまみれた尻をあげた。内股には精液とこねあわされた泥が色濃くへばりついていた。満子のひだをすぼめた尻の穴が間近に見えた、そして男の毛むくじゃらの陰茎が、白い尻の両の肉丘をつたってすすんでいくのが、見えた。満子の小さな尻の穴を引き裂いて、糞にまみれた血がほとばしった。直腸の中を肉の巨大な柱が動き、つっつき、破った。満子はとんでもない悲鳴をあげた。と、その大きく開いた口に、男根が差しこめられた。満子は男根をひきぬかれると、おのれの股をおさえてころげまわった。すると鞭が、彼女の肌を思うさまひき裂くのだった。彼の半ば屍体と化した肉体は、幾人もに犯された。そして彼のつったったままの男根を、きらびやかな衣装をつけた女が、かわるがわる口に含んでは自慰するのだった。女たちのあるものは糞をひりかけられ、美しい幼い乳房をしごかれた。狂気の悲鳴の重唱が、ひびき、女たちの肉体がころげまわった。女たちはまた命ぜられて、彼のつられた台のてっぺんによじのぼり、小便を放った。血まみれの液体が、涙と共に彼にふりかかった。次に彼女らは、彼の死んだ男根に犯された。満子は、最後に階段を登りつめ、彼を見あげた。色あざやかだった唇は、血にぬれて汚れていた。彼女はきらめくほどにうるおうひとみを見開き、くしゃくしゃになった髪をなでつけた。満子はそれから内股を軽くはらうと、背筋をしゃんとのばした。ゆるやかな息が、バラ色にしとぬれた乳房をうるおし、疲れはてた神経をとけあわせた。彼女はゆっくりと彼の屍体に近づいた。と、満子を後ろからながめていた見物人が、その美しい尻に狂気して、絞首台に駆け登り、彼女をひきずりおろした。彼が、不器用にズボンを下ろし、犯しはじめると、たえきれなくなった群衆が、女たちめがけてさっとうした。彼女たちは見えなくなり、今までの裸よりいっそう裸にされた。とめどない群衆の欲望が、性器も、尻も、つかいものにならなくすると、今度は口が、乳房が、指が、脚が、使われた。彼女らの肉片はとりさられ、内臓が散乱し、骸骨が砕かれた。あとには、満子たちの美しいひとみが残っていた。
　彼は絞首罪人だった。彼は首切り役人だった。彼は断頭台の上に立った。満子と共に。満子の衣服ははぎとられた。次に下着が、卑猥な手をなかだちに、隠しどころをなでられながら、とりさられた。彼女は群衆に裸身をさらした。薔薇色の乳房も、黒い陰毛も、彼女は隠さなかった。満子は前にかがみ、膝をつき、断頭台に首をのせた。そして彼は、彼女の首を切るべき恋人だった。彼は満子の美しい尻を前にしてズボンをおろし、そっと男根をさしこんだ。満子の肌が上気し、いうにいわれぬかすかな匂いを、熱気と共に吐き、濡れた瞳が、いっそうみずみずしくうるむ時、彼女の魅力の極がさらけ出され、本当の裸もあらわに身をのけぞらせ、戦慄が群衆を呑みこんだ時、彼の手は巨大なギロチンの刃を落とす。瞬間、首は血にぬれて落ち、満子の肉体はひき締まる。彼女はふるえる。最後の痙攣が、男根を通じて彼につたわる。満子の本当の魅力の極がさらけ出され、それが、もはや何ものの眼にもかくされることなく、戦慄が群集を呑みこんだ時、彼の手は巨大なギロチンの刃を落とす。瞬間、首は血にぬれて落ち、彼女の肉体はひき締まる。彼女はふるえる。最後の痙攣が、男根を通じて彼につたわる。彼女の肉体は、乳房からくずれ落ちる。彼はようやく男根をひきぬき、彼女の血の海に溺れかかった頭をひきぬく。彼女の最後の魅惑的なふるえが、まだ彼には残っている。彼女のひとみのおののきにも似て、それは彼を持ちあげ、漂わせる。清算のあとの空白。彼は満子の微笑む首を拾いあげる。それは満子の写真のようだ。彼は口づけする。
　仮面マラダーはようやく目覚める。炎に焼かれた体をおこす。
　とたんに、狼人ブロッケンが飛びかかる。
　すると仮面マラダーの体の中心から、強力なエネルギーの円柱じみた竜巻が、狼男の胴体をふっとばした。ブロッケン伯爵は人間の姿にもどり、片腕の上半身でうごめいていた。
　──おれの刃に倒れた満子よ。瞳の反映が、肉体にとけこんで、失われていった。そしてひと時、彼は満子の開ききった肛門から糞にまみれた男根をひきぬいた。満子は今まですぐそばにいた。しかしけっして彼と融合することはなかった。彼女は消えた。彼から、少し離れた所に、形象を残して。彼は形を追い求める。失われてしまった生き生きとした形を。──突如、仮面マラダーの首に真紅のマフラーがよみがえった。──まっ黒な翼を生やしたブロッケンが、ギロチンの刃を投げつけたのだった──首筋から、輝くばかりの血のマフラーが空中に漂った。──最愛の妻の首を切ったギロチンが、彼の首に落ちたのだ。──彼の首は飛んだ。流星のように。黒は黒のままに輝いた。仮面と共によりあわされた首が飛んだ。精液の眠りが落ちた。男根をつらぬく痙攣が、彼を我に返らせた。仮面のひびから血を噴出しながら、空中のブロッケンの上半身をたたき落とした。
　──翼をひろげたヘルマフロディットが、飛び立とうとしていた。彼の女たちの結晶、夢の凝固たる六つの女陰に憧れた。あのただ一つの男根に嫉妬した。彼は暗黒の肉体をひるがえらせて、窓を粉々に砕いた。果てしなく凍りついた空気が、割れていった。身を差す光がとびちった。
　彼は暗黒のマントをひるがえして、天上にそびえる地下室に降りた。音もなく、ヘルマフロディットをマントでくるんだ。
　暗黒なる光の幾億の矢が、アンドロギュヌス大僧正の迷路のような縫合線を照らし出した。
　大僧正は仮面騎士よりはるかに巨大だった。つややかな粘液は、彼の爪を受けつけなかった。大僧正の投げつける少女の半屍体を引き裂き、彼は飛んだ。
　飛ぶにつれて大僧正は巨大化した。大僧正の嘴が仮面騎士を噛み砕いた。狂ったように回転し、火がついたように躍おどりまわり、ようやく彼は空間に脱した。
　半透明な鏡のような大僧正に、半ば体を埋めて彼は戦った。男根から電撃が放散された。ギロチンのマフラーが、青空を求めてはばたいた。仮面騎士が、大僧正の体に爪を食い込ませることは、自分に向けてやるのと同じことだった。彼の暗黒は縫合線の夢のはざまの光をあびて息も絶え絶えだった。今にも拡散しそうな肉体を、ようやく架空の男根がささえていた。
　彼は大僧正の心臓の鼓動に撃たれた。ドラゴンの尾が、肉を引き裂いた。しかし彼の強大な引力がゆるゆると、登っていくことを許していた。
　不明瞭な視界の中を、彼はあえぎながら進んだ。巨大な筋肉が、彼を圧しつぶした。エネルギーの渦は消えていた。
　もはや彼は物たることもやめようとしていた。消え去るべく安息が、彼の仮面をはがそうとしていた。もはや、手を伸ばすこともできなかった。
　その時、たった一つの呪文が、となえられた。
　満子の瞳が開かれた。
　死んだ後にも見開かれるその瞳は、彼を眠りの中で目覚ましめた。
　突如として形象はよみがえり、彼の前に光輝ある暗黒が開かれた。満子の手に触れられて、彼は肉体を引き締めとりもどした。
　満子の息は彼に痙攣をふきこんだ。男根が痙攣し、精子が噴出した。
　鮮やかにエネルギーの渦は起こり、エネルギーの光子となった精子が粘液を破壊した。速さは生まれかわった。
　血しぶきと共に満子が崩れ去り、天上に向かう一直線を中心に、螺旋を描いて彼は飛んだ。粘液は水分を失い、あちこちに空洞を生じ、網となった。息をつまらせて、彼は飛んだ。
　そこにある巨大な鏡を求め。短刀がエネルギー電撃を集中して、放散するがゆえに、堅い鏡をめざして。
　感傷のマフラーに息をつまらせて、暗黒の城、果てしのない崖となった大僧正の中を。暗黒の彗星だった。引力が、鏡を引くので、彼は飛ぶ。拳銃の弾丸のように。
　大僧正の頭頂にある鏡を、渾身をもって砕いた。
　暗黒の巨大な城は崩れる。エネルギー渦にまかれて、渦は分散する。暗黒の城を呑みこんで。巨大な音をたてて崖は崩れた。谷を埋め、ころがった。鏡の巨大な破片は、仮面騎士の肉体を切り裂いた。引力は喪失し、城は崩れた。
　上空には青空がひろがっていた。砂漠色の地平線まで。
　廃墟と化した谷間を埋める城の廃墟があった。
　瓦礫の山から生じ、みずみずしい空にかかった死の虹を、崩れ落ちた崖より遥か上にそそり立つ崖から見下ろしているものがあった。
　漆黒のマントに、蒼く陰鬱な肉体をくるんだだけのひとりの男が、おのれの思春期の半分を埋めた廃墟を見下ろしているのだった。
　彼は死の虹が、あざやかに、透明な肉体のように、青空ととけあっている断崖に一瞬にして背を向けて、立ち去った。





　　　　あとがき








　これは作者の＊＊＊が中学三年生の時に書いた小説である。わら半紙に手書きという、最も原始的な個人出版で、黒画用紙でくるんだ装幀の二分冊。ところどころに直筆の挿絵が挟んである。
　下書きから清書したのではなく、直接思いつくままに書いてあり、書き殴りの文字はひどく読みにくい。そのままスキャンしたのではとても読めない。
　幸いワープロに書き起こしたデータが残っていて、なんとかテキストに変換できたので、問題ありそうな名称を変更し、明らかな間違い、誤字脱字を訂正。読みやすいように改行を補い、最低限の体裁を整えたものが本作である。
　書かれた当時の勢いを残すために、語句や表記の統一はせず、意味不明な部分はそのままに残した。話の流れがわからなくなるほど高級なことは書いてないので、まあ大丈夫だろう。
　挿絵、装画、デザインなどはスキャンして当時のものを流用した。挿絵は水彩、章間の装画はデカルコマニーというやつ。タイトルは手書き。
　以下に現物本文のスナップショットを掲げる。
　まがい物ではないリアル中二作品の証拠となるかどうか。



編者　不狼児　記す












付録『仮面騎士』関連年表



この本のネタ元になったオリジナル『仮面ライダー』放映前後の十年は、怪奇幻想ブームの隆盛期で、その混沌とした状況は現在から見ても大変に興味深い。『仮面ライダー』というこの稀有な特撮アクションドラマがどのような背景から生まれ、後続のものにいかなる影響を与えたか、それがよくわかる怪奇・幻想文学、漫画、特撮・映画関連の年表を作ってみたので、参考までに掲げておく。なお年表の主たる部分は、東雅夫氏制作の「東西怪談文芸年表」（『怪談文芸ハンドブック』購入特典）の丸写しで、編者の趣味で適宜項目を補ってある。

　●文学
　◆漫画
　★特撮・アニメ
　▲映画
　◎社会・事件



１９６３（昭和38）
●三島由紀夫『午後の曳航』「切符」／川端康成「片腕」／城昌幸『みすてりい』／山川方夫『親しい友人たち』／柴田宵曲『妖異博物館』／早川書房編集部編『十三階の女』／トマス・ピンチョン『Ｖ』／ジム・トンプスン『グリフターズ』／イヴァン・ヴィスコチル『そうはいっても飛ぶのはやさしい』／マンリイ・ウェイド・ウェルマン『悪魔なんかこわくない』／カート・ヴォネガット『猫のゆりかご』

◆小沢さとる『サブマリン７０７』／平井和正・桑田次郎『８マン』

★鉄腕アトム／鉄人28号／狼少年ケン／エイトマン／コンバット

▲マタンゴ／十三人の刺客／忍者秘帖 梟の城／たたり／地下室のメロディー／Ｘ線の眼を持つ男／バイ・バイ・バーディー

◎ケネディ暗殺／力道山刺殺

１９６４（昭和39）
●中井英夫『虚無への供物』／大江健三郎「空の怪物アグイー」／小松左京『日本アパッチ族』／星新一『夢魔の標的』／山野浩一「Ｘ電車で行こう」／庄司浅水『世界の怪談』／澁澤龍彦『夢の宇宙誌』／高橋睦郎『薔薇の木　にせの恋人たち』／紀田順一郎・大伴昌司・桂千穂《THE HORROR》創刊／ジム・トンプスン『ポップ１２８０』／ドナルド・バーセルミ『帰れ、カリガリ博士』／エイクマン編《フォンタナ版怪談傑作選》発刊／マルセル・シュネデール『フランス幻想文学史』

◆藤子不二雄「オバケのＱ太郎」／石森章太郎『サイボーグ００９』／白土三平『カムイ伝』／『ガロ』創刊

★忍者部隊月光／少年忍者風のフジ丸／ひょっこりひょうたん島／ビッグＸ／トムとジェリー

▲卍／砂の女／モスラ対ゴジラ／大列車作戦／荒野の用心棒／裸のキッス／アイドルを探せ／２０００人の狂人／博士の異常な愛情

◎東京オリンピック

１９６５（昭和40）
●阿川弘之「影」／円地文子『なまみこ物語』／小松左京「牛の首」／前川道介『ドイツ怪奇文学入門』／三島由紀夫『太陽と鉄』／寺山修司『あゝ荒野』『田園に死す』／高橋睦郎『眠りと犯しと落下と』／《話の特集》創刊／後藤優編訳『カンタービル館の幽霊』／イヴォ・アンドリッチ「象牙の女」／ジョン・ファウルズ『魔術師』／イゴール・コジンスキー『異端の鳥』

◆水木しげる『墓場の鬼太郎』

★スーパージェッター／宇宙少年ソラン／宇宙パトロールホッパ／遊星少年パピイ／オバケのＱ太郎

▲怪談／剣鬼／兵隊やくざ／清作の妻／大怪獣ガメラ／網走番外地／気狂いピエロ／夕陽のガンマン／００７ ゴールドフィンガー／サウンド・オブ・ミュージック

◎マルコムＸ暗殺／ベトナム北爆

１９６６（昭和41）
●藤枝静男「一家団欒」／三島由紀夫「英霊の声」「仲間」／笠井鎮夫『近代日本霊異実録』／山田野理夫『日本怪談集』／桃源社版《世界異端の文学》発刊／Ｊ・Ｇ・バラード『結晶世界』／サミュエル・Ｒ・ディレーニ『バベル＝17』／ジョン・バース『山羊少年ジャイルズ』／ロジェ・カイヨワ『妖精物語からＳＦへ』

◆手塚治虫『バンパイヤ』／梶原一騎・川崎のぼる『巨人の星』

★ウルトラＱ／ウルトラマン／悪魔くん／マグマ大使／サンダーバード／レインボー戦隊ロビン／魔法使いサリー

▲大魔神／陸軍中野学校／刺青／赤い天使／東京流れ者／憂国／続・荒野の用心棒／続・夕陽のガンマン／華氏４５１／まぼろしの市街戦／ミクロの決死圏

◎文化大革命／ビートルズ来日

１９６７（昭和42）
●竹内健『世界でいちばん残酷な話――薔薇の天使』／寺山修司「青森県のせむし男」／出口裕弘訳『無神学大全Ⅰ 有罪者』（バタイユ）／エリアーデ『ムントゥリャサ通りで』／ボルヘス『幻獣辞典』／ガルシア・マルケス『百年の孤独』／アイラ・レヴィン『ローズマリーの赤ちゃん』／アンナ・カヴァン『氷』／スージー・スミス『名高いアメリカの幽霊』

◆ちばてつや・高森朝雄『あしたのジョー』／ムロタニ・ツネ象『地獄くん』／石ノ森章太郎『ジュン』『００９ノ１』／赤塚不二夫『天才バカボン』

★ウルトラセブン／ジャイアントロボ／光速エスパー／仮面の忍者 赤影／キャプテンウルトラ／冒険ガボテン島／パーマン／マッハＧｏＧｏＧｏ／リボンの騎士

▲殺しの烙印／殺人狂時代／痴人の愛／大怪獣空中戦 ガメラ対ギャオス／大巨獣ガッパ／俺たちに明日はない／アポロンの地獄／暴力脱獄

◎第三次中東戦争

１９６８（昭和43）
●竹内健『世界でいちばんコワイ話――薔薇の悪魔』／稲垣足穂『少年愛の美学』『僕の〝ユリーカ〟』「山ン本五郎左衛門只今退散仕る」／河野多恵子『不意の声』／久野四郎『夢判断』／小松左京「くだんのはは」／柴田錬三郎『日本幽霊譚』／野坂昭如『卍ともえ』／福永武彦『風のかたみ』／三橋一夫『日本の奇怪』／入澤康夫『わが出雲・わが鎮魂』／桃源社版《大ロマン・シリーズ》発刊／国文社《セリ・シュルレアリスム》発刊―アンドレ・ブルトン編『黒いユーモア選集』／《血と薔薇》創刊／フレッド・チャペル『暗黒神ダゴン』／エルベルト・サーレス『人狼』／モーリス・レヴィ『英国ゴシック・ロマンス』／ハーラン・エリスン「世界の中心で愛を叫んだけもの」／フィリップ・Ｋ・ディック『アンドロイドは電気羊の夢を見るか？』

◆永井豪『ハレンチ学園』／さいとうたかを『ゴルゴ13』／つげ義春「ねじ式」／岡田史子「ガラス玉」／ジョージ秋山『デロリンマン』

★怪奇大作戦／河童の三平 妖怪大作戦／バンパイヤ／ゲゲゲの鬼太郎／サイボーグ００９／サスケ／妖怪人間ベム

▲徳川女刑罰史／吸血鬼ゴケミドロ／セックス・チェック 第二の性／ナイト・オブ・ザ・リビング・デッド／バーバレラ／猿の惑星／２００１年宇宙の旅／さらば友よ／ローズマリーの赤ちゃん

◎五月革命／プラハの春 チェコ侵攻／三億円事件

１９６９（昭和44）
●三島由紀夫『春の雪』／筒井康隆「母子像」／都筑道夫「はだか川心中」／野坂昭如「骨餓身峠死人葛」／秦恒平「清経入水」／今野圓輔『日本怪談集（幽霊篇）』／田中緑紅『京の怪談』／徳川夢声『世にも不思議な話』／三一書房版『夢野久作全集』『久生十蘭全集』／河出書房新社版『一人三人全集』（谷譲二・牧逸馬・林不忘）／奈良原一高『スペイン・偉大なる午後』／筒井康隆編『異形の白昼』／中島河太郎編『異端の文学』『新青年傑作選』／東京創元社版《怪奇小説傑作集》／新人物往来社版《怪奇幻想の文学》／《推理界　８月号　怪奇・恐怖小説特集》／《キネマ旬報　臨時増刊　怪奇と恐怖》／土方巽・細江英公『鎌鼬』／ナボコフ『アーダ』／ベルナール・ノエル『聖餐城』／コリン・ウィルスン『賢者の石』／ハンス・カール・アルトマン『サセックスのフランケンシュタイン』／キングズリイ・エイミス『グリーン・マン』／ジョン・ディクスン・カー『火刑法廷』／Ｆ・Ｍ・スチュワート『悪魔のワルツ』／ダフネ・デュ・モーリア『わが幻覚の時』／フリッツ・ライバー『妻という名の魔女たち』

◆永井豪『あばしり一家』／楳図かずお『おろち』／藤子・Ｆ・不二雄『ドラえもん』

★タイガーマスク／忍風カムイ外伝／どろろ／ひみつのアッコちゃん／紅三四郎／８時だョ！全員集合／巨泉・前武のゲバゲバ90分！！

▲盲獣／江戸川乱歩全集 恐怖奇形人間／異常性愛記録 ハレンチ／徳川いれずみ師 責め地獄／明治大正昭和 猟奇女犯罪史／薔薇の葬列／王女メディア／ワイルドバンチ／明日に向って撃て！／イージー・ライダー／地獄に堕ちた勇者ども

◎安田講堂占拠／アポロ11号月面着陸



１９７０（昭和45）
●澁澤龍彦『澁澤龍彦集成』／倉橋由美子「霊魂」／埴谷雄高『闇のなかの黒い馬』／吉田知子『無明長夜』／吉行淳之介編『奇妙な味の小説』／中岡俊哉『世にも不思議な物語』／稲垣足穂『ライト兄弟に始まる』／加藤郁乎『牧歌メロン』／種村季弘『吸血鬼幻想』／出口裕弘訳『無神学大全Ⅱ 内的体験』（バタイユ）／人文書院版『アンドレ・ブルトン集成』／矢野浩三郎＆青木日出夫『世界の怪談』／森銑三＆鈴木棠三編『奇談・紀聞　日本庶民生活史料集成16』／ラモナ・スチュアート『デラニーの悪霊』／ホセ・ドノソ『夜のみだらな鳥』／ツヴェタン・トドロフ『幻想文学　構造と機能』

◆手塚治虫『やけっぱちのマリア』／ジョージ秋山『アシュラ』

★あしたのジョー／魔法のマコちゃん

▲座頭市と用心棒／ハレンチ学園／クレールの膝／Ｍ★Ａ★Ｓ★H マッシュ／エルビス・オン・ステージ／戦略大作戦／エル・トポ／ワイルド・パーティー

◎大阪万博／円谷英二死去／よど号ハイジャック事件／瀬戸内シージャック事件／黒い霧事件／三島由紀夫自決

１９７１（昭和46）
●荒木良一『妖花譚』／円地文子「冬の旅」／宗谷真爾『影の神』／野坂昭如「砂絵呪縛後日怪談」／半村良『石の血脈』／三浦哲郎『ユタとふしぎな仲間たち』／森内俊雄「骨川に行く」／筒井康隆『日本列島七曲り』／平井和正『狼の紋章』『超革命的中学生集団』／澁澤龍彦編『暗黒のメルヘン』／矢野浩三郎編訳『恐怖と幻想』／田中千代松『新霊交思想の研究』／谷川健一『魔の系譜』／西丸震哉『山だ原始人だ幽霊だ』／馬場あき子『鬼の研究』／角川文庫版《横溝正史シリーズ》発刊／Ｊ．Ｐ．マンシェット『ヌギュストロ事件』／トマス・トライオン『悪を呼ぶ少年』／ウィリアム・ピーター・ブラッティ『エクソシスト』／Ｒ・マシスン『地獄の家』／ピーター・アンダーウッド『英国幽霊案内』／リチャード・デイヴィス編《年刊恐怖小説傑作選》発刊

◆楳図かずお『アゲイン』／手塚治虫『アラバスター』／ジョージ秋山『銭ゲバ』

★仮面ライダー／宇宙猿人ゴリ／ミラーマン／ふしぎなメルモ／ルパン三世／アパッチ野球軍

▲団地妻 昼下りの情事／ゴジラ対ヘドラ／書を捨てよ町へ出よう／ダーティハリー／フレンチ・コネクション／小さな恋のメロディ／ベニスに死す／バニシング・ポイント／ＷＲ オルガニズムの神秘

◎ドルショック／マクドナルド日本１号店／カップヌードル発売

１９７２（昭和47）
●小松左京『怨霊の国』／さねとうあきら『地べたっこさま』／杉本苑子『今昔物語ふぁんたじあ』／都筑道夫『十七人目の死神』／中井英夫『幻想博物館』／澁澤龍彦『悪魔のいる文学史』／平井和正『死霊狩り』／星新一「門のある家」／筒井康隆『家族八景』『俗物図鑑』／三浦哲郎「楕円形の故郷」／薔薇十字社版『大坪砂男全集』／金井美恵子『春の画の館』／澁澤龍彦編『幻妖　叢刊日本文学における美と情念の流れ』／《別冊現代詩手帖 生田耕作編 泉鏡花―妖美と幻想の魔術師》／阿部正路『日本の幽霊たち』／奥野健男『文学における原風景』／三島由紀夫『小説とは何か』／巖谷國士訳『充ち足りた死者たち』（Ｊ・マンスール）／創土社版《ブックス・メタモルファス》発刊／Ｊ．Ｐ．マンシェット『狼が来た、城に逃げろ』『地下組織ナーダ』／トーマス・オーエン『黒い玉』／ジョン・ブラックバーン『小人たちがこわいので』／ピーター・ヘイニング編『英国恐怖小説名作集』『欧米恐怖小説名作集』『魔術師小説集』／Ｒ・ラモント＝ブラウン『海の怪』／ウィリアム・Ｇ・ロール『ポルターガイスト』

◆永井豪『デビルマン』／萩尾望都『ポーの一族』／梶原一騎・中城健『カラテ地獄変／ボディガード牙』／藤子不二雄Ａ『魔太郎がくる！！』／ジョージ秋山『ザ・ムーン』／吾妻ひでお『ふたりと５人』

★人造人間キカイダー／科学忍者隊ガッチャマン／マジンガーＺ／レインボーマン／サンダーマスク／アイアンキング／海のトリトン／デビルマン／必殺仕掛人／木枯し紋次郎／太陽にほえろ！／あなたの知らない世界

▲子連れ狼 子を貸し腕貸しつかまつる／子連れ狼 三途の川の乳母車／子連れ狼 死に風に向う乳母車／女囚７０１号 さそり／徳川セックス禁止令 色情大名／エロ将軍と二十一人の愛妾／ポルノの女王 にっぽんＳＥＸ旅行／牝猫たちの夜／一条さゆり 濡れた欲情／ゲッタウェイ／ゴッドファーザー／ラストタンゴ・イン・パリ／ルートヴィヒ／惑星ソラリス／小さな悪の華／ピンク・フラミンゴ／ディープ・スロート

◎横井庄一帰還／札幌オリンピック／あさま山荘事件／千日デパート火災／沖縄返還／ウォーターゲート事件／ミュンヘンオリンピック事件

１９７３（昭和48）
●秋山正美『葬儀のあとの寝室』／天沢退二郎『光車よ、まわれ！』／武満徹「骨月――あるいは a honey moon」／田中小実昌『幻の女』／津島佑子『生き物の集まる家』／花田清輝『室町小説集』／安岡章太郎『もぐらの手袋』／山村正夫『陰画のアルバム』／小松左京『日本沈没』／原武男『江戸時代諸国奇談』／川村二郎『銀河と地獄』／粕三平編『お化け図絵』『浮世絵の幽霊』／平井呈一訳『アーサー・マッケン作品集成』／沢渡朔『少女アリス』／《国文学　２月号　異端文学の世界》／《芸術倶楽部　８月号　逆宇宙もしくは怪異幻想》／《幻想と怪奇》創刊／トライオン『悪魔の収穫祭』／トマス・ピンチョン『重力の虹』

◆永井豪『バイオレンスジャック』／手塚治虫『ブラック・ジャック』／山岸凉子「ゆうれい談」／つのだじろう『恐怖新聞』『うしろの百太郎』

★仮面ライダーＶ３／子連れ狼／キカイダー01／ドラえもん／新造人間キャシャーン／エースをねらえ！／キューティーハニー

▲仁義なき戦い／かみそり半蔵地獄責め／不良姐御伝 猪の鹿お蝶／ポルノ時代劇 忘八武士道／子連れ狼 冥府魔道／ジャッカルの日／パピヨン／地獄の逃避行／ウィッカーマン／燃えよドラゴン／荒野のストレンジャー／イルカの日／ジョニーは戦場へ行った／青い体験／最後の晩餐／エクソシスト／ペーパー・ムーン／ホーリー・マウンテン／ミツバチのささやき／悪魔のはらわた／ソイレント・グリーン／恋人たちは濡れた／やくざ観音 情女仁義／（秘）女郎責め地獄／濡れた荒野を走れ ／ミス・ジョーンズの背徳

◎オイルショック／金大中事件／大洋デパート火災／ストックホルム症候群／五島勉『ノストラダムスの大予言』大ヒット

１９７４（昭和49）
●赤江瀑『ニジンスキーの手』『オイディプスの刃』／阿部昭「幽霊」／生島治郎『あなたに悪夢を』／今江祥智『ぱるちざん』／川路重之『夏織・焚かれた女』／小松左京『さらば幽霊』／寺山修司『新釈稲妻草紙』／長谷川修『遙かなる旅へ』／日影丈吉『幻想博物誌』／福島正実『ちがう』／森敦「月山」／山口年子「かぐや変生」／吉田知子『蒼穹と伽藍』／吉行淳之介『鞄の中身』／河野典生『ペインティング・ナイフの群像』『街の博物誌』／中岡俊哉『恐怖の心霊写真集』／平野威馬雄『お化けは生きている』／山田野理夫『東北怪談の旅』／中島河太郎＆紀田順一郎編『現代怪奇小説集』／安藤元雄訳『シルトの岸辺』（ジュリアン・グラック）／巖谷國士訳『百頭女』（エルンスト）／平井呈一編訳『こわい話気味のわるい話』／《ユリイカ臨時増刊 総特集オカルティズム》／《國文學　８月号　日本の幽霊》／《幻想と怪奇　３月号　幻妖コスモロジー・日本作家総特集》／第一次《奇想天外》創刊／ジャン・ヴォートラン『パパはビリー・ズ・キックを捕まえられない』／Ａ．Ｄ．Ｇ．『おれは暗黒小説だ』／スティーヴン・キング『キャリー』／ジェイムズ・ハーバート『鼠』／マーリス・ミルハイザー『ネラは待っている』

◆永井豪『イヤハヤ南友』『けっこう仮面』／萩尾望都『トーマの心臓』／白土三平『神話伝説シリーズ』／山上たつひこ『がきデカ』

★仮面ライダーアマゾン／グレートマジンガー／魔女っ子メグちゃん／ゲッターロボ／宇宙戦艦ヤマト

▲花と蛇／生贄夫人／（秘）色情めす市場／田園に死す／ダラスの熱い日／悪魔のいけにえ／悪魔の赤ちゃん／エマニエル夫人／狼よさらば／ダーティ・メリー・クレイジー・ラリー／ファントム・オブ・パラダイス

◎三菱重工爆破事件／小野田寛郎発見／兵馬俑発掘／ハローキティ誕生

１９７５（昭和50）
●赤江瀑「花曝れ首」／源氏鶏太『死神になった男』／都筑道夫『怪奇小説という題名の怪奇小説』／深沢七郎『無妙記』／三田村信行『おとうさんがいっぱい』／中村苑子『水妖詞館』／塚本邦雄『琥珀貴公子』／矢野浩三郎編訳『怪奇と幻想』／仁賀克雄編訳『幻想と怪奇』／紀田順一郎ほか『出口なき迷宮　反近代のロマン〈ゴシック〉』／服部幸雄『変化論』／国書刊行会版《世界幻想文学大系》発刊／《牧神》《幻影城》創刊／白水社版《小説のシュルレアリスム》発刊／Ｓ・キング『呪われた町』／ピーター・ストラウブ『ジュリアの館』／フランク・デ・フェリータ『オードリー・ローズ』／グリーン＆マクレリー『霊怪』／Ｊ・Ｇ・バラード『ハイ－ライズ』　

◆萩尾望都『11人いる！』

★仮面ライダーストロンガー／秘密戦隊ゴレンジャー／宇宙の騎士テッカマン／タイムボカン／鋼鉄ジーグ／ＵＦＯロボ グレンダイザー／悪魔のようなあいつ／俺たちの旅

▲新幹線大爆破／アイガー・サンクション／風とライオン／コンドル／ジョーズ／ロッキー・ホラー・ショー／Ｏ嬢の物語／ピクニックａｔハンギング・ロック／デス・レース２０００年／アンデスの聖餐／イナゴの日／悪魔の追跡

◎ベトナム戦争終結／七里ガ浜抗争

１９７６（昭和51）
●中井英夫『人形たちの夜』／五木寛之「日ノ影村の一族」／井上ひさし『新釈遠野物語』／高木彬光『大東京四谷怪談』／西村寿行『滅びの笛』／藤枝静男『田紳有楽』／藤本泉『呪いの聖域』／松谷みよ子『死の国からのバトン』／平井和正『悪霊の女王』／眉村卓『異郷変化』／山尾悠子「夢の棲む街」「遠近法」／＊＊＊「人魚姫」／山田風太郎『幻燈辻馬車』／城昌幸『のすたるじあ』／吉岡実『サフラン摘み』／現代教養文庫版『小栗虫太郎傑作選』『夢野久作傑作選』／鮎川哲也編《怪奇探偵小説集》／中島河太郎編『血染めの怨霊』／澤田瑞穂『鬼趣談義』／国書刊行会版《ドラキュラ叢書》発刊／《月下の一群》《地球ロマン》創刊／ジョン・ラムジー・キャンベル『母親を喰った人形』／デイヴィッド・セルツァー『オーメン』／グレアム・マスタートン『マニトウ』／アン・ライス『夜明けのヴァンパイア』／ジェイムズ・メリル『イーフレイムの書』／ジョン・Ｇ・フラー『生きている幽霊飛行四〇一便』

◆諸星大二郎『暗黒神話』／宮崎惇・ふくしま政美『聖マッスル』／永井豪『手天童子』／山岸凉子『メタモルフォシス伝』

★ゴワッパー５ ゴーダム／超電磁ロボ コン・バトラーＶ／勇者ライディーン／俺たちの朝

▲徳川女刑罰絵巻 牛裂きの刑／黒薔薇昇天／花芯の刺青 熟れた壺／青春の殺人者／犬神家の一族／やくざの墓場 くちなしの花／オーメン／アウトロー／グリズリー／ロッキー／カッコーの巣の上で／狼たちの午後／愛のコリーダ／ダウンタウン物語／タクシードライバー／カサンドラ・クロス／キャリー／愛のメモリー／だれのものでもないチェレ／思春の森／ジュ・テーム・モワ・ノン・プリュ／ジョン・カーペンターの要塞警察／白い家の少女／スクワーム

◎ロッキード事件

１９７７（昭和52）
●赤江瀑『野ざらし百鬼行』／色川武大『怪しい来客簿』／源氏鶏太『永遠の眠りに眠らしめよ』／笹沢左保『午前零時の幻夢』／杉本苑子「鶴屋南北の死」／都筑道夫『雪崩連太郎幻視行』／綱淵謙錠『鬼』／戸川昌子『蒼い悪霊』／藤沢周平『闇の穴』／吉田健一『怪奇な話』／＊＊＊『仮面騎士』／澁澤龍彦『東西不思議物語』『思考の紋章学』／現代教養文庫版『香山滋傑作選』／横田順彌編『日本ＳＦ古典集成』／南條範夫編『伝奇時代小説集』／井上宗和『幽霊城』／桜井徳太郎『霊魂観の系譜』／＊＊＊『超詩人譚』／鷲巣繁男『記憶の泉』『聖なるものとその変容』『ポエーシスの途』／齋藤磯雄訳『ヴィリエ・ド・リラダン全集』普及版／生田耕作訳『初稿 眼球譚』（バタイユ）／深町眞理子訳『呪われた町』（キング）／矢野浩三郎編訳『心理サスペンス』（マッコーリー編）／お化けを守る会《妖しきめるへん》創刊／Ｊ．Ｐ．マンシェット『西海岸のリトル・ブルー』／Ｓ・キング『シャイニング』／ジョン・ソール『暗い森の少女』／Ｆ・ライバー『闇の聖母』／ジェイ・アンソン『アミティヴィルの恐怖』／ヒュー・ラム編『冷たい恐怖』／ジュリア・ブリッグス『夜の訪問者』／ジャン・ピエロ『デカダンスの想像力』／マイク・アシュリイ編『ホラー＆ファンタジー作家名鑑』

◆風忍『地上最強の男 竜』／山岸凉子『妖精王』／ダーティ・松本『肉の奴隷人形』／鴨川つばめ『マカロニほうれん荘』

★快傑ズバット／ヤッターマン／アメリカ横断ウルトラクイズ

▲八つ墓村／犬神の悪霊／女教師／夢野久作の少女地獄／性と愛のコリーダ／ブラック・サンデー／オルカ／ガントレット／サスペリア／サタデー・ナイト・フィーバー／ザ・ディープ／ビリティス／世界が燃えつきる日／戦争のはらわた／ヒッチハイク／サランドラ／未知との遭遇／スター・ウォーズ

◎青酸コーラ無差別殺人事件／ダッカ日航機ハイジャック事件／長崎バスジャック事件
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